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新型コロナウイルス感染症
拡大予防のために

【令和２年度青少年の主張矢祭町大会】(p10~11)

高校生の部最優秀賞
修明高等学校１年　鈴木さやかさん

【PROFESSIONALまちで働くかがやき人VOL.6】（p17)
株式会社神田製作所
鈴木勇さん・小檜山毅人さん
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令
和
３
年
矢
祭
町
成
人
式

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
徹
底
し
た
対
策
を
講

じ
な
が
ら
、
１
月
10
日
（
日
）

午
前
10
時
よ
り
ユ
ー
パ
ル
矢
祭

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
の
対
象
者
は
、
町
内
在

住
ま
た
は
本
町
出
身
で
、
平
成

12
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
50

人（
男
性
：
28
人
、女
性
：
22
人
）。

そ
の
う
ち
38
人
が
式
典
に
出
席

し
、
晴
れ
の
日
を
共
に
迎
え
ま

し
た
。

　

彼
ら
が
生
ま
れ
た
20
年
前
に

は
、
皇
室
に
て
愛
子
内
親
王
誕

生
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
や

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・

ジ
ャ
パ
ン
の
開
園
、｢

Ｓ
ｕ
ｉ

ｃ
ａ｣
の
登
場
、
ア
メ
リ
カ
同

時
多
発
テ
ロ
事
件
の
ほ
か
、
高

い
支
持
率
を
背
景
に
わ
か
り
や

す
い
例
え
や
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
が
話
題
と
な
っ
た
当
時
の
小

泉
純
一
郎
首
相
の
発
言
の
数
々

を
表
し
た
「
小
泉
語
録
」
が
年

間
流
行
語
大
賞
に
選
ば
れ
る
な

ど
多
く
の
出
来
事
が
あ
っ
た
年

で
あ
り
、
21
世
紀
と
い
う
新
た

な
時
代
が
始
ま
っ
た
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
年
か
ら
こ
れ
ま
で
の

間
に
、
家
族
や
友
人
、
地
域
の

方
な
ど
多
く
の
人
た
ち
と
出
会

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し

成
長
し
て
き
た
彼
ら
は
、
こ
れ

か
ら
の
明
る
い
時
代
を
担
い
、

本
町
を
よ
り
一
層
輝
か
せ
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
『
ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。』

　成人を迎えましたが、ま
だまだ実感が湧いていませ
ん。二十歳になったので、
お酒を飲んでみたいなとも
思いますし、一人旅をして
みたいなとも思っています。
　今は、地元の企業に勤め
て２年目となり、やりがい
を感じるようにもなってき
ました。これからは、ここ
まで育ててくれた両親にあ
りがとうと伝え、どんどん
恩返しをしていきながら幸
せに生きていければなと
思っています。

令和3年成人式副実行委員長

松本 由
ゆ う

羽さん

これまで育ててくれた両親に感謝を伝えたい

　大人の仲間入りを果たし
たことで責任も増え、自覚
を持った行動をとるように
なりました。現在は、地元
に貢献できる仕事に就きた
いと思い、町商工会の復興
支援員として働いています。
　今年はコロナ禍で開催が
心配でしたが、無事に成人
式を行うことができました。
関係者の方々に感謝してい
ます。そして、双子という
ことで大変だったと思いま
すが、ここまで育ててくれ
た両親にも感謝しています。

関係者と両親に感謝の想いを伝えたい

Interview

令和3年成人式実行委員長

松本 千
ち ひ ろ

宙さん
【茗荷】

１_成人証書・記念品を受け取る成人者代

表の片野舜人さんと鈴木七海さん／２_久

しぶりに再開した友人と記念撮影／３_一

生に一度の晴れ姿をスマホに収める保護者

／４_10 年後の自分へ宛てた夢ッセージを

投函／５_祝電を閲覧／６_多彩な袴姿／

７_流行のポーズで旧友たちと記念撮影

１
２

３

５ ６ ７

【成人式特集】二十歳の想い

【小田川】

４

ハタチ

【
成
人
式
特
集
】

の

想
い
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本
田
真
彩
さ
ん

ほ
ん
だ
ま
や
（
下
関
河
内
）
令
和
３
年
矢
祭
町
成
人
式
主
張
発
表
者

石
井
祐
介
さ
ん

い
し
い
ゆ
う
す
け
（
小
田
川
）
令
和
３
年
矢
祭
町
成
人
式
主
張
発
表
者

【成人式特集】二十歳の想い

　皆さんこんにちは、石井祐介と申
します。本日は私たちのために、こ
のような盛大な成人式を催していた
だき誠にありがとうございます。成
人式を迎え、成人になったと改めて
実感するとともに成人としての自覚
を持って日々精進して参りたいと思
います。
　また、こうして元気に成人式を迎
えることができたのもいままでたく
さんの愛情を注ぎどんな時でも支え
てくれた家族、幼い頃から同じ時を
過ごしてきた友人、私たちのことを
見守り支えてくださった先生方や地
域の方々のお陰です。心からお礼申
し上げます。
　私は成人するにあたり改めて考え
させられたことがあります。それは
家族の偉大さです。私自身今まで様々
な体験をさせてもらいました。打ち
込めるものやすぐに辞めてしまうも
の、いろいろと経験しました。私が
「これをやってみたい」と思ったもの

には家族は賛成をしてくれていつも
チャンスを与えてくれました。そし
て最も打ち込んだ自転車競技に巡り
会うことができ、自転車競技を通し
て人生の宝となる様々な出来事を体
験することができました。また家事、
お弁当、学校や試合の送迎など負担に
なるはずのことも当然のようにやっ
てもらいました。当時はその偉大さ
に気付くことができませんでしたが、
思い返してみると陰で壮大な努力を
し私を支えてくれていたのだと思い
ます。これらには「感謝」という言
葉だけでは言い表すことができない
ので、これからの生き方でその想い
を伝えていきたいです。
　最後に、既に就職され社会に貢献
している方に比べると、まだ人とし
て未熟ですが、今後ともご指導ご
撻を賜りますよう、お願い申し上げ
ます。そして、矢祭町に改めて感謝
を申し上げ新成人のあいさつの言葉
といたします。

　本日は私たちのために、このように盛大な
成人式を催して頂きまして、誠にありがとう
ございます。無事に成人を迎えられたことを
嬉しく思います。今日この式を通して、成人
という自覚を持ちこれから社会の一員として、
大人として努力していきたいと思います。
　今

こんにち

日を迎えるまでに過ごしてきた日々で、
たくさんの人との出会いがありました。この
出会いは、今の私へと成長させてくれた大切
な宝物です。たくさんの人たちに支えられて
きたこの20年間。その中でも一番近くで支え
てくれていた両親には「ありがとう」では伝
えきれないほどの『感謝』があります。
　中学を卒業後、地元を離れ寮生活を初めま
した。部活に励む日々は、楽しいこともあり
ましたが、辛いことや苦しいこと、自信がな
くなって落ち込んだこともあります。そんな
時、そっと支えてくれたのは両親です。年に
数回の帰省時には、家族全員で「おかえり」
と迎えてくれて、みんなでたわいもない会話

をし、帰るときに家族みんなで「頑張れ」と
見送ってくれたのを覚えています。あたりま
えの事が私の支えになっていた事に気づき、
知らず知らずに励みになっていたのだと、今
更ですが感じています。地元を離れ、親元を
離れたからこそ大切な存在に気付き、ありが
たみを感じることができたと思います。
　今は、大学生として学業に励む日々ですが、
4月からは社会人として働き始めます。学生
とは違いたくさんの壁にあたることがあると
思いますが、挫けず、学びを忘れずに自分の
目標である「責任を持って最後までやり抜く
こと」「明るく仕事に向き合うこと」を胸に頑
張っていきます。
　最後になりますが、成人を迎えるにあたっ
てここまで支えてくれた方々や家族に感謝の
気持ちを伝えます。『ありがとうございます』
　これからは、成人としての自覚を持ち、思
いやる優しさを忘れずに、行動できるように
していきたいと思います。

「感謝」を伝えるために

「ありがとう」伝えたい

令和 3年成人者

益子 聖
せいや

夜さん
令和 3年成人者

片野 亜
あ み

美さん
【東舘】【下石井】

　飲酒や保険の契約、車の
購入など二十歳を迎えてで
きることが増えたと実感し
ています。成人式では、同
級生や恩師とお酒を飲む機
会がなかったので、コロナ
が落ち着いてから同窓会が
できればなと思います。
　現在は、自衛隊員として
郡山駐屯地で訓練をしてい
るためなかなか伝えられま
せんが、今の自分があるの
は祖父母や父母のおかげだ
と思っているので、ありが
とうと伝えたいです。

今の自分があるのは祖父母や父母のおかげ

　誕生日に『カルーア抹茶』
というお酒を友達と飲んだ
時に成人したなと実感しま
した。
　成人を迎えてやってみた
いと思っていることは、ま
だ県内の４年生大学に通っ
ていますが、働き始めたら
親にお小遣いをあげてみた
いですし、いつも色々なこ
とを気にかけてくれる祖母
や私のために働いてくれて
いる母にいつも支えてくれ
てありがとうという想いを
伝えたいと思います。　

支えてくれている祖母と母に感謝を伝えたい

Interview
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Health 
information
健康情報

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

患
者
の
急
増
に
伴
い
、
令
和
３
年

１
月
12
日
福
島
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
よ
り
、

福
島
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊

急
対
策
が
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
住
民
の
皆
様
に
は
１

月
13
日
か
ら
２
月
７
日
ま
で
の
期

間
に
お
い
て
、
不
要
不
急
の
外
出

自
粛
（
特
に
午
後
８
時
以
降
の
徹

底
）
や
緊
急
事
態
宣
言
対
象
地
域

を
は
じ
め
と
す
る
感
染
拡
大
地
域

と
の
不
要
不
急
の
往
来
自
粛
を
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
接
客
を
伴
う
飲
食
店
や

酒
類
の
提
供
を
行
う
飲
食
店
に
お

か
れ
る
事
業
者
の
皆
様
に
は
、
１

月
15
日
か
ら
２
月
７
日
ま
で
の
期

間
に
お
い
て
営
業
の
自
粛
（
酒
類

の
提
供
は
午
後
７
時
ま
で
）
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
県
内
各
地
に
お
い
て
ク

ラ
ス
タ
ー
の
発
生
が
報
告
さ
れ
、

今
後
、
感
染
が
更
に
拡
大
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
町
内
に
お

い
て
、
２
月
１
日
現
在
、
感
染
者

の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
感
染

症
予
防
の
た
め
左
記
や
下
記
の
こ

と
に
ご
留
意
願
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
予
防
の
た
め
に

①外出に当たっては、その必要性をしっ
かりと考えて、慎重に行動してください。

②普段一緒にいない人との飲食などは避
　けてください。

③マスクなしでの会話は止めてください。

新型コロナウイルス感染症のワクチン接種について

■ 新型コロナワクチンとは
　様々なワクチンが、感染症に対する免疫をつけたり、免疫を強めるために接種されています。
　これにより、個人の発症・重症化予防や、社会全体での感染症の流行を防ぐことが期待されています。
　新型コロナワクチンについても、重症化を防いだり、発熱やせきなどの症状が出ること（発症）を
　防ぐことが海外では明らかになっており（※）、英米などで緊急接種が行われています。

※数万人に、ワクチンとワクチンでないもの（生理食塩水又は他の既存ワクチン）のどちらかを2回投与し、発
症者や重症者の発生頻度を比較。ワクチンを接種したグループでは、ワクチンでないものを接種したグループ
より約70～95％発症者が少なかったと報告されています。

■ 副反応について
　ワクチン接種後は、体内に異物を投与するため、接種部位の腫れ・痛み、発熱、頭痛などの副反応
　が起こることがあります。治療を要したり、障害が残るほどの重度なものは、極めて稀ではあるも
　のの、何らかの副反応が起こる可能性を無くすことはできません。
　開発中の新型コロナワクチンの副反応については、現在、どのよ
　うなものが起こりうるか確認されているところです。

■ 接種対象者について
　ワクチンの量が限られているときには、まず、重症化リスクの高い方に接種することで、重症者や
　死亡者を減らすことが期待されます。また、医療提供体制を守ることも大切です。

【現在考えられている優先順位】
　（1）新型コロナウイルス感染症患者等に頻繁に接する医療従事者等
　（2）高齢者（65歳以上）
　（3）基礎疾患を有する方や高齢者施設等において利用者に直接接する職員
　（4）一般の方

■ 接種料金について
　全国民に提供できるワクチンの数量を確保することを目指しています。
　外国人も含め、接種の対象となるすべての住民に全額公費で接種を行う見込みです。
　接種の際に、国民の皆さんの費用のご負担はありません。

■ その他
ワクチン接種は、１人２回を予定しています。具体的な接種開始時期や接種の方法（集団接種または個別接種）
については、現在、医師会と調整中です。内容が決まりましたらIP告知や広報誌などでお知らせする予定です。
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■
令
和
３
年
度
矢
祭
町
会
計
年
度
任
用
職
員
（
フ
ル
タ
イ
ム
）
募
集

募集区分 一般事務（役場庁舎等・まちの駅）

募集人員 若干名

応募資格 地方公務員法第１６条に該当しない者（別記参照）

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
る
対
象
期
間
が
変
わ
り
ま
し
た

『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
』
で
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

令和３年３月までに申請すると
マイナポイントがもらえます

付与率
25％

上限

5,000円相当
申請方法

提出書類 ① 矢祭町会計年度任用職員選考申込書（町指定用紙） １通 
② 履歴書 （町指定用紙）１通　※返却はいたしません。

申込期間 令和３年１月２２日（金）～令和３年２月１０日（水） 
※執務時間（８時３０分～１７時１５分 ）

申込先 矢祭町役場　自立総務課　総務グループ（☎４６－３１３１）

申込方法 応募者本人が提出してください。　※郵送による提出はできません

【勤務条件等】
　（１）勤務場所　▶　矢祭町役場または、町出先機関　町の駅
　（２）職務内容　▶　事務全般（一般事務：書類作成及びパソコン操作等）
　（３）勤務時間　▶　１週間当たり３８時間４５分
　（４）休日　　　▶　原則は土曜、日曜及び祝日、年末年始休暇
　（５）月額給与　▶　１７２，７００円
　（６）賞与　　　▶　年２回
　（７）通勤手当・有給休暇　有
　（８）社会保険（健康保険・厚生年金保険・雇用保険）加入

【雇用期間】
　令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで

【選考方法】
書類審査・作文・面接

【選考試験日程及び会場】
（１）日時 　令和３年２月２０日 (土 )　 午前９時から
　（２）会場 　矢祭町役場　第１会議室
※日程の詳細については、随時通知します。

【申込及び受付期間】

【合否の発表】 
発表は合否を問わず、令和３年２月２６日までに全員に通知します。 

【問い合わせ】
　矢祭町役場　自立総務課　総務グループ　（☎４６－３１３１）

【別記】

地方公務員法（抜粋） 
第１６条 　次の各号の一に該当する者は、条例で定める場合を除くほか、職員となり、又は競争試験若
　　　　　 しくは選考を受けることができない。 
（１）成年被後見人又は被保佐人 
（２）禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者 
（３）当該地方公共団体において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
（４）省略 
（５）日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを
　　 主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者

工事名 入札日 （予定価格）
落札金額 落札者 工事場所 工期

令和２年度準用河川田川堆積土砂
撤去工事

令和３年
１月 20 日

（7,681,300 円）
7,590,000 円

緑川建設（株）
代表取締役　近田　昌弘

宝　坂　字
宝　地　内

令和３年１月 20 日～
令和３年３月 31 日

令和２年度町道高萩線道路舗装補
修工事

令和３年
１月 20 日

（30,191,700 円）
26,533,100 円

佐川建設（株）
代表取締役　佐川　泉

下 石 井 字
入山地内外

令和３年１月 20 日～
令和３年３月 31 日

入
札
結
果

受取方法

まずは、マイナンバーカードを申し込みましょう

申請後、マイナンバーカードを受け取りましょう

ポイント申込 ポイントを申し込みましょう
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み
な
さ
ん
、
高
齢
者
の
人
口
が

年
々
増
加
し
て
い
る
の
は
、
知
っ
て

い
ま
す
か
。
そ
の
た
め
、
高
齢
化
が

こ
の
国
の
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
小
中
学
生
、
高
校
生
の
み
な

さ
ん
の
中
に
は
、
関
係
な
い
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
高
齢
者
の
こ
と
を
考

え
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と

だ
と
私
は
思
い
ま
し
た
。
今
は
関
係

の
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
人

も
、
自
分
が
高
齢
者
に
な
っ
た
時
の

社
会
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
し
っ
か

り
考
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。

　

私
は
普
段
、
両
親
、
兄
弟
、
そ
し

て
祖
父
母
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
祖
父
母
は
と
て
も
元
気
に
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
世
の
中
の

高
齢
者
の
中
に
は
、
身
体
を
思
う
よ

う
に
動
か
せ
ず
に
い
る
方
や
、
視
野

が
狭
く
な
っ
て
い
る
方
、
体
力
が
無

い
た
め
に
少
し
の
動
き
で
も
疲
れ
て

し
ま
う
方
が
多
く
い
ま
す
。
高
齢
化

が
進
む
今
、
こ
う
い
っ
た
状
況
は
、

私
達
の
身
近
に
も
少
な
く
な
い
の
で

す
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、
ス
ロ
ー
プ

が
あ
っ
た
り
、
階
段
の
段
先
に
目
立

つ
色
の
す
べ
り
止
め
が
あ
っ
た
り
す

る
だ
け
で
も
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は

暮
ら
し
や
す
さ
が
大
き
く
変
わ
る
と

思
い
ま
す
。
実
は
、
私
の
ふ
る
さ
と

矢
祭
町
で
は
、
高
齢
者
の
方
々
が
過

ご
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
取
り
組
み

が
、
い
く
つ
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
、
多
く
の
若
い

世
代
の
方
々
に
も
広
め
て
い
く
こ
と

で
、
高
齢
者
に
と
っ
て
一
層
過
ご
し

や
す
い
町
に
な
れ
ば
よ
い
と
、
私
は

思
い
ま
す
。

　

矢
祭
町
は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
暮

ら
し
や
す
い
町
だ
と
思
い
ま
す
。
で

は
、
矢
祭
町
で
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
調
理
や
洗
濯

な
ど
の
軽
易
な
日
常
生
活
上
の
援
助

を
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
対
し

て
実
施
し
、
自
立
し
た
日
常
生
活
の

継
続
を
可
能
に
さ
せ
る
、「
軽
度
生

活
援
助
事
業
」
と
い
う
取
り
組
み
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
身
体
の

不
自
由
な
人
の
た
め
に
家
を
訪
れ
て

髪
を
切
る
、「
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ

ス
事
業
」
や
、
高
齢
者
の
生
活
や
健

康
上
の
安
心
の
確
保
を
図
る
、「
高

齢
者
安
心
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
私
は
高
齢
者
の
方
々

に
、
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
積
極

的
に
利
用
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
よ
り
過
ご
し
や
す
く
元
気

な
町
に
な
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
町
に
は
多
く

の
高
齢
者
の
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ

り
、
彼
ら
の
よ
り
よ
い
生
活
の
た
め

に
多
く
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
高
齢
者
が
住
み

や
す
い
環
境
や
社
会
を
作
っ
て
い
く

こ
と
こ
そ
が
、
こ
の
町
の
若
者
が
な

す
べ
き
こ
と
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
高
齢
者
の
方
々
は
今
ま
で
の

人
生
の
中
で
、
私
た
ち
よ
り
も
は
る

か
に
多
く
の
知
識
と
、
社
会
に
貢
献

し
て
き
た
経
験
を
得
て
き
て
い
ま

す
。
よ
く「
子
ど
も
は
将
来
の
宝
だ
」

な
ど
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す

が
、
私
は
、
高
齢
者
と
い
う
存
在
も
、

大
き
な
宝
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
彼
ら
の
住
み
や
す
い
社
会
、
環

境
を
作
る
こ
と
は
、
そ
の
地
域
の
将

来
に
と
っ
て
も
、
と
て
も
大
切
な
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
私
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と
は
、
高

齢
者
の
方
々
と
よ
り
多
く
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、
高
齢
者

に
対
す
る
考
え
や
思
い
や
り
を
深
め

て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
自

身
、
少
し
時
間
が
あ
る
時
な
ど
に
は

祖
父
母
と
様
々
な
話
を
し
ま
す
。
昔

の
話
や
学
校
の
話
を
し
て
楽
し
ん
だ

り
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
り
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
び
に
、
大
切
な
の

は
身
の
ま
わ
り
に
い
る
高
齢
者
と
い

う
存
在
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と

な
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
そ
ん
な
思
い
を
胸
に
、
祖
父

母
と
の
時
間
を
大
切
に
生
活
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

将
来
自
分
た
ち
が
高
齢
者
に
な
っ

た
時
に
、
よ
り
生
活
し
や
す
い
社
会

に
な
る
よ
う
、
今
か
ら
自
分
た
ち
の

地
域
や
こ
れ
か
ら
の
世
の
中
に
目
を

向
け
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

私
も
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
高
齢
者

の
方
々
と
向
き
合
っ
て
生
活
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

鈴木 さやかさん
修明高等学校 1年

高
齢
者
を

大
切
に

自
分
が
高
齢
者
に
な
っ
た
時
の

社
会
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

考
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う

令和２年度青少年の主張矢祭町大会【高校生の部最優秀賞】

自分たちが高齢者になった時に
より生活しやすい社会となるよう
高齢者と向き合って生活していきたい



　

こ
ん
に
ち
は
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
近
藤
で

す
。
矢
祭
の
寒
さ
を
甘
く
み
て

お
り
水
道
管
が
凍
り
ま
し
た
！

水
を
出
し
て
お
い
た
ほ
う
が
い

い
よ
と
教
え
て
頂
い
た
の
で
、

ポ
タ
ポ
タ
と
出
し
て
い
ま
し
た

が
、
さ
ら
な
る
冷
え
込
み
と
水

量
が
足
り
ず
再
度
凍
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
水
道
管
が
破
裂
し

な
く
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

さ
て
活
動
報
告
で
す
が
、
12

月
末
に
白
河
市
で
開
催
し
た
Ｆ

Ｉ
Ｔ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
サ
ミ

ッ
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
Ｆ
Ｉ

Ｔ
地
域
と
は
、
福
島
（
Ｆ
）・

茨
城
（
Ｉ
）・
栃
木
（
Ｔ
）
３

県
の
県
際
地
域
36
市
町
村
に
よ

り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
矢
祭

町
は
東
北
、
福
島
県
の
最
南
端

に
位
置
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
日
ご
ろ
か
ら
福
島
県
と
い

う
枠
組
み
を
超
え
て
茨
城
県
や

栃
木
県
を
含
め
た
周
辺
地
域
を

意
識
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
多

く
、
今
回
の
研
修
で
は
身
近
な

地
域
の
事
例
や
課
題
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他
地
域

の
主
な
活
動
事
例
と
し
て
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
の
運

営
、
ア
ー
ト
を
活
用
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
農
業
振
興

活
動
、
ま
た
課
題
と
し
て
特
に

若
い
世
代
へ
の
情
報
・
魅
力
発

信
な
ど
に
つ
い
て
も
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。
横
の
交
流
を

広
げ
ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
類

似
し
た
分
野
の
活
動
だ
け
で
な

く
、
他
分
野
の
活
動
も
参
考
に

な
る
こ
と
が
多
く
と
て
も
有
意

義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
後
研
修
で
お
会

い
し
た
い
わ
き
市
地
域
お
こ
し

協
力
隊
（
田
人
地
区
、
川
前
地

区
）
の
方
々
を
訪
問
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
の
視
察
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
古
民
家
を

使
っ
た
場
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
の
事
業
運
営
、

小
中
学
校
と
の
連
携
や
活
動
情

報
の
発
信
な
ど
、
さ
ら
に
協
力

隊
終
了
後
の
事
業
計
画
ま
で
具

体
的
な
お
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
矢
祭
町
で
も

感
じ
た
こ
と
を
活
か
せ
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

地域おこし協力隊活動日誌　    VOL.40
協力隊員が運営している
Facebook では、隊員
の活動等をさらに詳しく
見ることができます。▶

PROFILE（左下）
近藤秋子【こんどうあきこ】
埼玉県松伏町出身。前職は
鉄道会社勤務。趣味は旅行、
スキー、映画、読書。

　

こ
ん
に
ち
は
、
大
和
田
で
す
。

先
月
に
引
き
続
き
剪
定
と
除
草
を

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
催
し
事
が
こ

と
ご
と
く
中
止
も
し
く
は
縮
小
と

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。
私

は
、
今
年
度
か
ら
消
防
団
と
商
工

会
青
年
部
に
所
属
し
て
い
ま
す

が
、
過
酷
だ
け
ど
楽
し
い
と
評
判

の
天
王
祭
の
神
輿
も
、
出
初
め
式

も
無
く
な
っ
て
し
ま
い
と
て
も
残

念
で
す
。
来
年
度
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
終
息
に

向
か
い
、
こ
れ
ら
の
行
事
が
無
事

に
開
催
さ
れ
、
参
加
で
き
た
ら
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ラ
ズ
ベ
リ
ー
担
当
の
協

力
隊
を
新
規
募
集
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。
応
募
者
が
来
る
か

は
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
日
本

一
の
ラ
ズ
ベ
リ
ー
生
産
地
を
共
に

目
指
す
仲
間
が
増
え
て
く
れ
た
ら

嬉
し
い
で
す
。

　

今
年
は
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続

き
そ
う
で
す
が
、
皆
さ
ま
く
れ
ぐ

れ
も
お
大
事
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ

い
。

ラズベリープロジェクト

ROFILE（左上）
佐瀬和宏【させかずひろ】
千葉県東金市出身。前職は
農協職員。車中泊・旅が趣味。

ROFILE（右上）
影山陽一【かげやまよういち】
宮城県仙台市出身。前職はPC
エンジニア、ブライダル音響。

左▶白河市の「コミネス」で行われた FIT 地域おこし協力隊サミット。／右▶地元の子どもたちの一時預かりも行っている田人地区の古民家
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カフェ「HITO-TABI」。 

PROFILE（右下）
井上恵【いのうえめぐみ】
福岡県出身。前職はWEB
デザイナー。趣味は旅行、
歩くこと。

　手元焼調査が順調に進められているのは、矢祭町の皆様が関心を持って
くださって、何かにつけて話題としてくださり、どこからともなく情報を
いただけることに大変助けられているのだと思います。
　このままもう少し残されている作品の所在が分かってきたら、一度全貌
が見える展示をしてみたいとも思っています。そのためにも確実に手元焼
であることが認識できるように、最近では粘土などの材料や、技術的な試
験などをするように、『手元焼ラボ』と名付けて焼き物工房を準備していま

す。
　皆様にお寄りいただき、
ちょっとした資料などを見て
いただきながら、番茶でも飲
んで手元焼の話ができる場所
になればと考えています。

PROFILE
大和田達也【おおわだたつや】
福島県富岡町出身。前職は大
学生。趣味は犬の散歩をする
こと。担当業務はラズベリー新
興

【矢祭町中央公民館蔵　白釉徳利】

▲矢祭園芸さんとの共働により昨年収穫された矢祭産ラ
ズベリー。

活
動
事
例
と
し
て
は
、

ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
の
運

ー
ト
を
活
用
し
た
ネ
ッ

ク
づ
く
り
や
農
業
振
興

課
題

特

あきこ】
職は
旅行、

ROFILE（左上）
佐瀬和宏【させかずひろ】
千葉県東金市出身。前職は
農協職員。車中泊・旅が趣味。

エンジニア、ブライダル音響。

み】
WEB
行、

12

ROFILE
川瀬孝之【かわせたかゆき】
静岡県浜松市出身。前職は書道
用品店経営。音楽鑑賞とお茶が
趣味。担当業務は町文化財振興。

ROFILE
川瀬孝之【かわせたかゆ
静岡県浜松市出身。前職
用品店経営。音楽鑑賞と
趣味。担当業務は町文化

13
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図 書 館 だ よ り
libr ary Information

「季節のおはなしかい」
～読書推進リーダーおはなしかい～

２月２１日（日）
午後２時～午後３時

　矢祭子ども司書の認定を受け
た、子ども読書推進リーダー企画
によるおはなしかいです。
　本の選書や IP のお知らせ、チ
ラシづくりなど、子ども読書推進
リーダーが行いました。
　お楽しみ企画として、ミニビブ
リオバトルもご用意しています。
ぜひお越しください。

ＰＩＣＫ　ＵＰ

■休憩スペース（無料）
　ちょっとした休憩やトイレ、フリー
Wi-Fi の利用、コーヒー・紅茶等の無料
提供、地域情報の案内、もったいない文
庫の取り扱いも行っています。
　寒くなってきたのでストーブを出しま
した。待ち時間やお買い物の途中など、
お気軽にお立ち寄りください。

■「買ってくっぺ便」のご相談承り中
　買い物の注文・配達サービスを行って
おります。生活用品、お菓子、調味料な
ど一品からでも注文OK！
　詳細等については、下記をご覧いただ
くか『まちの駅やまつり』にお問い合わ
せください。

ＨＰ

Facebook

【今月の休館日】
毎週月曜日

【問い合わせ】
矢祭もったいない図書館　☎ 46-4646　FAX：57-7500

「第 12期矢祭子ども司書講座認定式」
（矢祭もったいない図書館　特別書庫）
　２月２０日（土）午前１０時～
　 ▶昨年６月から講座を受講していた受講生７名が、「矢祭こども司書」の認定を受けます。

【２月のイベント】

「買ってくっぺ便」NEWS

矢祭町の宅配サービス「買ってくっぺ便」

　矢祭町民の買い物応援と地元商店の活性化を目指す『町
民のための町民による手づくりサービス』です。
【利用方法】
　①まちの駅に電話をして無料会員登録をする
　②電話（平日：9時～ 16 時）・FAX・メールで注文する
　③まちの駅職員が地元商店から代わりに購入
　④商品を受け取る（平日：9時～ 11 時までのご注文は
　　14 時～ 16 時にお届け。17 時までは、まちの駅での
　　受け取りも可能）

【問い合わせ】
　まちの駅やまつり
　☎：0247-57-5659
　FAX：0247-57-5660
　mail：kattekuppe@yahoo.co.jpp

　まちの駅で「買ってくっぺ便」の受付などを担当して
いる佐川です。今月のおすすめは、魚宗さん特製！煮魚
とお惣菜セットです。煮魚は、赤

あかうお

魚と子持ちカレイの２
種類からお選び下さい。お惣菜は、魚宗さんおすすめの
物が２品！何が届くかは当日までのお楽しみとなってお
ります♪ご注文お待ちしております。
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「あかちゃんおはなしかい」（矢祭もったいない図書館　特別書庫）
　３月４日（木）午前 10時～正午
▶３歳までの乳幼児と、そのご家族のためのおはなし会です。

「プレママ・プレパパおはなしかい」（矢祭もったいない図書館　特別書庫）
　３月４日（木）午後２時～午後３時
▶妊娠している方、パートナー、ご家族の方にむけて、「おはなしかい」を開催します。

　　  体調に合わせてお越しください。
　　  ※生まれてくるお子様に、絵本１冊プレゼントします。

【３月のイベント】

【お知らせ】

「年末年始福袋」実施中です！ご家族でお楽しみください。

つるし雛を展示します

　つるし雛の始まりは江戸時代からとさ
れ、子供の幸せを願って作られ、お守りと
して大切にされてきました。
　3月 3日まで展示しております。



会社概要

株式会社神田製作所
住　所　矢祭工場▶中石井字岡下 158
　　　　常陸太田工場▶茨城県常陸太田市大森町 674-7
電　話　矢祭工場▶0247-46-2725
　　　　常陸太田工場▶ 0294-74-1711
創　業　昭和 46年（常陸太田工場：平成 19年～）
代表者　代表取締役　金澤利明
社員数　44名（常陸太田工場を含む）
主事業　電気機器具製造

1617

メッセージ

from結婚支援室（78）

message
　

独
身
者
の
結
婚
支
援
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
が
、「
子
ど
も
に
は
幸

せ
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」「
結
婚

を
し
て
ほ
し
い
が
親
は
ど
う
す
れ

ば
良
い
の
か
」
な
ど
、
独
身
の
子
ど

も
を
持
つ
親
御
様
か
ら
子
ど
も
の

将
来
や
家
の
継
続
を
心
配
す
る
悩

み
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
親
御
様
を
対
象
に

「
親
の
婚
活
座
談
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。『
子
の
結
婚
』『
親
の
宿
題
』

を
テ
ー
マ
に
講
師
の
中
瀬
明
美
婚

活
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
講
話
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。Ⅰ：体
育（
お
手
玉
）

Ⅱ
：
音
楽
（
呼
吸
）
Ⅲ
算
数
（
足
し

算
）
Ⅳ：歴
史
（
自
分
の
結
婚
）
Ⅴ：

国
語
（
言
葉
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
）
の
時
間
割
を
参
加
者
と
出
会
い

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
一
緒
に
体
験
し
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
自

分
の
結
婚
を
振
り
返
る
歴
史
で
は
、

中
瀬
先
生
か
ら
「
結
婚
し
て
い
る
ご

自
身
は
結
婚
の
成
功
者
。
あ
の
時
の

自
分
を
子
ど
も
に
語
る
こ
と
も
大

事
で
あ
る
」
と
あ
り
会
場
全
員
が
納

得
し
た
様
子
で
、
ご
自
身
の
結
婚
の

経
緯
な
ど
を
振
り
返
る
そ
の
表
情

は
、
皆
さ
ん
の
幸
せ
そ
の
も
の
が
伝

わ
り
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

最
後
に
先
生
か
ら
「
親
の
結
婚
や

生
活
は
一
番
身
近
な
理
想
像
。
明
る

く
快
活
な
生
活
で
親
が
自
立
す
る

姿
は
子
ど
も
と
の
信
頼
関
係
が
生

ま
れ
、
引
い
て
は
子
ど
も
の
自
立
に

つ
な
が
る
」
と
い
う
宿
題
を
い
た
だ

き
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

PROFILE
【タキシードやまっぴー】
平成31年 4月号より登場。
頑張っていることは『縁結び』

「結婚相談会」開催のお知らせ

日時　２月 27 日（土）午前１0 時～午後３時
会場　リフレッシュふるさとランド
対象　独身者またはその親御様
参加費　無料
講師　中瀬明美婚活プロデューサー
※コロナ感染防止に配慮し開催します。
詳しくは、結婚支援室（☎ 46-
4884）までお電話下さい。

結婚相談室からのお知らせ

矢祭祭
遺産遺産

－No.12 －

　矢祭町では、昭和５４年に「源蔵・郡蔵日記」と
いう１冊の町史研究書を発行しています。この書籍
は、江戸時代、宝坂村に住んでいた農民「古市源蔵」
と「古市郡蔵」、２人の人物が書いた日記文書を収
録したものです。
　２人は当時起きた同じ事柄について、それぞれ日
記に記していることから、２５０年以上の長い江戸
期でも同時期に生きていたことが読み取れます。源
蔵の日記は「萬

よろず

覚帳」、郡蔵の日記は「我一生見聞
知覚書」という題名が付けられています。
　この日記は、農民でありながら日常的に文字を書
くことができる人物が、江戸時代矢祭の地にも表れ
たという史実になり、また日記には農業の携わり方、
日常生活の様子、天気、近隣の事件、あるいは遠く
江戸で起きた歴史的な出来事が地方にも伝い耳にし

たことなど、あらゆる事柄が細かく具体的に記され
ており、当時の農民意識や文化を知り考える上で大
変参考になる内容ばかりです。
　近世の日記は、業務的な内容の物が多く、現代の
日記のように、出来事に附して私的な感想や感情を
記すことはあまり多くありません。源蔵・郡蔵の日
記も例に漏れず、できごとを書き留めておくことに
重点を置き、事実を見たまま聞いたまま淡々と記し
ています。少し味気なくも感じますが、源蔵の日記
の一文を見ますと「六月節、田植最中也、此月末雨
ふり候　而冷気甚だしく御座候」と、田植えの時期
の天候不良について挙げており、率直な表現ではな
いにしろ、その年の農作物の出来を心配する源蔵の
気持ちが感じとれます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（次号に続く）

やまつり近世史の要

「源蔵・郡蔵日記」
－近世農民の見たまま聞いたまま－（1）

◀常陸太田工場で配線処理をしてい
る通信制御盤／▲溶接作業をする矢
祭工場の職員

　

当
社
は
、
主
に
原
子
力
、

　

交
通
、
電
力
と
い
っ
た

産
業
分
野
で
扱
わ
れ
る
電
子
制
御

盤
の
製
造
を
行
っ
て
お
り
、
２
月

８
日
で
創
業
50
年
目
を
迎
え
ま

す
。
多
く
の
方
は
、
矢
祭
工
場
で

行
っ
て
い
る
板
金
加
工
が
当
社
の

主
事
業
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る

か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
常
陸
太
田

工
場
で
は
電
気
部
品
の
配
線
処
理

等
の
電
子
分
野
も
展
開
し
て
お

り
、
幅
広
く
一
気
通
貫
し
た
も
の

づ
く
り
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
目
に
す
る
も
の
で
言

え
ば
、
パ
ソ
コ
ン
の
裏
ぶ
た
や
駅

構
内
に
あ
る
次
の
電
車
が
来
る
時

刻
を
示
す
案
内
板
の
他
、
新
幹
線

な
ど
を
動
か
す
鉄
道
運
行
シ
ス
テ

ム
、
ホ
テ
ル
や
医
療
現
場
に
お
け

る
調
光
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
通
信
制

御
盤
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

人
数
が
少
な
い
職
場
で

　

す
が
、
自
分
が
や
ら
な

け
れ
ば
と
い
う
高
い
意
識
の
中
で

こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
働
け
る
こ
と

や
自
分
の
手
で
作
っ
た
も
の
が
多

く
の
人
の
人
生
に
深
く
関
わ
っ
て

い
る
と
こ
ろ
に
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
間
違
い
が
許
さ
れ
な
い

仕
事
な
の
で
、
も
の
づ
く
り
産
業

の
信
頼
性
を
崩
さ
な
い
為
に
も
緊

張
感
の
あ
る
雰
囲
気
が
生
ま
れ
ま

す
が
、
時
に
は
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
図

れ
る
職
場
環
境
が
あ
る
こ
と
。
そ

し
て
、
新
幹
線
を
動
か
す
第
一
歩

を
担
え
る
職
員
の
技
術
力
の
高
さ

が
自
慢
で
あ
り
魅
力
で
す
ね
。

　

現
在
も
多
く
の
企
業
と

　

取
引
を
し
て
い
ま
す
が
、

需
要
が
増
加
し
そ
う
な
調
光
シ
ス

テ
ム
用
制
御
基
盤
な
ど
、
他
業
種

の
案
件
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
な

が
ら
幅
広
く
事
業
を
展
開
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、

も
の
づ
く
り
の
原
点
と
も
い
え
る

設
計
者
や
今
後
の
産
業
分
野
を
継

承
で
き
る
若
い
世
代
、
地
元
出
身

の
高
校
生
や
大
学
生
の
採
用
に
力

を
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Professional

やまつり

まちで働くかがやき人 － Vol.6 －

×
鈴す

ず

き木

勇いさむ
さ
ん

取
締
役
常
陸
太
田
工
場
長　

勤
続
36
年
目　
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ま

檜
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毅た

か
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さ
ん

営
業
課
係
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勤
続
16
年
目

ど
ん
な
企
業
で
す
か
？

や
り
が
い
や
魅
力
は
？

小 鈴

今
後
の
目
標
は
？

鈴

◀
る
祭
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TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

　１月１８日（月）、令和２年１０月１５日に亡くな
られた母イツさんの遺志により、１１月６日に高齢
者福祉に役立ててほしいと町に１００万円を寄付し
た宝坂字日向内在住の陳野功一さんへの善行章表彰
が自宅で行われ、佐川町長から陳野さんに表彰状及
び記念品が贈られました。

　１２月２１日（月）、役場第１会議室にて防災功
労者内閣総理大臣表彰伝達式が行われ、令和元年
１０月１２日に発生した台風１９号災害における矢
祭町消防団の人命救助及び被害軽減活動の功績によ
り安達県南地方振興局長から檜山団長へ表彰状等が
伝達されました。

　１月１３日（水）、役場第１会議室において町と
日本郵便株式会社との包括的連携に関する協定書調
印式が行われました。この協定は、相互に連携する
ことにより双方の資源を有効に活用した協働による
活動を推進し、地域活性化と住民サービスの向上等
に資する様々な取り組みを進めるものです。

台風災害における人命救助等の功績により
▶防災功労者内閣総理大臣表彰伝達式

多額の寄付への感謝を表して
▶善行章表彰

地域活性化と住民サービスの向上のため
▶日本郵便株式会社との包括的連携に関する協定書調印式

　１月２８日（木）、山村開発センター大集会室に
おいて第４回矢祭町総合計画審議会が開催され、委
員からの了承を受けた「まちが好き　共に生きて　
笑顔あふれる　やまつりまち」をスローガンとする
第６次矢祭町総合計画（案）を深谷良太郎会長が佐
川町長へ答申しました。

第６次矢祭町総合計画を町長へ答申
▶第４回矢祭町総合計画審議会

矢祭東部地域整備促進のために
▶矢祭東部地域整備促進期成同盟会陳情

　１月２９日（金）、矢祭東部地域整備促進期成同
盟会の片野尭夫会長をはじめとする代表者が来庁し、
国道３４９号小田川Ⅱ工区終点地から川又丁字路先
までの二車線化や滝川渓谷新ルートの早期開設、イ
ノシシ被害拡大防止策の強化と受益者負担の軽減な
ど全８項目について町及び議会へ陳情しました。

各団体ごとに閉級式を迎える
▶令和大学・ふるさと探検隊閉級式

　１月２２日（金）、山村開発センター大集会室で
令和大学、２３日（土）にはふるさと探検隊の閉級
式が行われました。新型コロナウイルス感染症対策
により、例年３団体（令和大学・ふるさと探検隊・
女性団体連絡協議会）合同で実施していた閉級式を
中止し、各団体ごとに 1年間の活動を終えました。

　１月２６日（火）、百歳高齢者賀寿贈呈式が満
１００歳を迎えられた下関河内在住の冨永ミイさん
（当日が誕生日）の自宅で行われ、福島県知事及び
町からの賀寿・記念品、町社会福祉協議会及び高齢
者クラブ連合会からの記念品がそれぞれ佐川町長よ
り伝達されました。

満１００歳の長寿を祝う
▶百歳高齢者賀寿贈呈式



◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
73
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
前
年
度
繰
越

金
の
減
額
、
歳
出
に
お
け
る
予

備
費
の
減
額
が
主
な
補
正
の
内

容
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
74
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
介
護
保
険
事

業
費
補
助
金
、
保
険
者
機
能
強

化
推
進
交
付
金
、
保
険
者
努
力

支
援
交
付
金
、
一
般
会
計
繰
入

金
の
増
額
、
歳
出
に
お
け
る
シ

ス
テ
ム
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
委

託
料
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

費
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

増
額
、
予
備
費
の
減
額
が
主
な

補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
議
案
第
75
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
償
還
金
、
高
齢

者
医
療
制
度
円
滑
運
営
事
業
費

補
助
金
の
増
額
、
歳
出
に
お
け

る
後
期
高
齢
者
医
療
シ
ス
テ
ム

改
修
業
務
委
託
料
、
一
般
会
計

繰
出
金
の
増
額
、
予
備
費
の
減

額
が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
76
号
）

　

令
和
元
年
度
の
繰
越
金
確
定

に
伴
う
補
正
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
77

号
）

　

収
益
的
支
出
に
お
け
る
石
井

水
源
地
送
水
ポ
ン
プ
修
繕
費
、

配
水
池
等
電
気
料
金
の
増
額
、

資
本
的
収
入
に
お
け
る
国
道

３
４
９
号
改
良
工
事
に
伴
う
配

水
管
布
設
替
工
事
に
対
す
る
補

償
金
の
増
額
、
資
本
的
支
出
に

お
け
る
国
道
３
４
９
号
改
良
工

事
に
伴
う
配
水
管
布
設
替
工
事

費
の
増
額
、
遠
方
監
視
装
置
更

新
事
業
費
の
減
額
が
主
な
補
正

の
内
容
で
す
。

◎
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
所
管

の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

本
会
議
に
お
い
て
審
査
結
果
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

○
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条

約
の
調
印
・
批
准
を
求
め
る
意

見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

請
願
者

福
島
県
原
爆
被
害
者
協
議
会

会　
　

長　

木
幡　

吉
輝

紹
介
議
員　

大
森　

泰
幸

審
査
結
果　

不　

採　

択

　

令
和
２
年
第
７
回
町
議
会
臨

議
会
は
、
11
月
６
日
午
前
10
時

に
招
集
さ
れ
、
条
例
の
一
部
改

正
１
件
、
契
約
変
更
１
件
、
契

約
締
結
１
件
、
補
正
予
算
２
件

が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
矢
祭
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
議
案
第
63
号
）

　

福
島
県
人
事
委
員
会
の
勧
告

に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

◎
令
和
元
年
度
あ
ゆ
の
吊
橋
周

辺
親
水
広
場
造
成
工
事
請
負
変

更
契
約
の
締
結（
議
案
第
64
号
）

　

令
和
元
年
６
月
14
日
、
議
会

の
議
決
を
得
て
契
約
を
締
結
し

た
令
和
元
年
度
あ
ゆ
の
吊
橋
周

辺
親
水
広
場
造
成
工
事
の
工
事

請
負
変
更
契
約
を
締
結
す
る
た

め
、
地
方
自
治
法
第
96
条
第
１

項
第
５
号
及
び
議
会
の
議
決
に

付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取

得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第

２
条
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

〇
変
更
前
工
事
請
負
金
額

４
８
，７
０
５
，８
４
０
円

〇
変
更
後
工
事
請
負
金
額

５
９
，９
０
０
，５
０
０
円

〇
変
更
に
よ
る
工
事
請
負
金
額

増

１
１
，１
９
４
，６
６
０
円

◎
令
和
２
年
度
東
橋
橋
梁
補
修

工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
議
案

第
65
号
）

　

令
和
２
年
度
東
橋
橋
梁
補
修

工
事
の
入
札
を
令
和
２
年
10
月

30
日
に
執
行
し
た
の
で
、
地
方

自
治
法
第
96
条
第
１
項
第
５
号

及
び
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き

契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処

分
に
関
す
る
条
例
第
２
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。

〇
契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約

〇
契
約
の
金
額

１
３
５
，８
５
０
，０
０
０
円

（
う
ち
消
費
税
額

１
２
，
３
５
０
，
０
０
０
円
）

やまつり
議会議会だよりだより №155

2021.2.1

第８回定例会
12月7日～11日

全
議
案

原
案
通
り
可
決
！

12
月
定
例
議
会
は
、
12
月
７
日
か
ら
11
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初
日
は
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明

が
行
わ
れ
、
続
い
て
担
当
課
長
か
ら
議
案
の
内
容
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
２
日
目
は
議
案
調
査
の
た
め
休
会
。
３
日
目
と

４
日
目
は
一
般
質
問
で
、
議
員
８
名
が
登
壇
し
町
に
対
す
る
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
５
日
目
の
最
終
日
は
議
案
審
議
が

行
わ
れ
、
条
例
の
制
定
１
件
、
条
例
の
一
部
改
正
１
件
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
及
び
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
農
業

集
落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
、
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
、

霊
園
事
業
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
８
件
が
提
案
さ
れ
、
合
計
10
案
件
を
審
査
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

2021

◎
矢
祭
町
議
会
議
員
及
び
矢
祭

町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例

（
議
案
第
68
号
）

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
伴

い
、
町
村
議
会
議
員
選
挙
及
び

町
村
長
選
挙
に
お
け
る
選
挙
公

営
が
拡
大
さ
れ
、
運
動
費
用
を

公
費
負
担
の
対
象
と
す
る
場
合

は
、
条
例
を
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
新
た
な
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
69
号
）

　

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に

伴
い
、
軽
減
判
定
所
得
基
準
を

見
直
す
と
と
も
に
、
判
定
基
準

の
見
直
し
に
合
わ
せ
公
的
年
金

等
の
所
得
に
係
る
課
税
の
特
例

に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
70
号
）

歳
入
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制

確
保
事
業
費
補
助
金
、
矢
祭
町

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計

繰
入
金
の
増
額
、
法
人
町
民

税
、
入
湯
税
、
森
林
環
境
交
付

金
、
矢
祭
町
21
・
ふ
る
さ
と
人

づ
く
り
基
金
繰
入
金
、
み
ら
い

を
描
く
市
町
村
等
支
援
事
業
助

成
金
の
減
額
、
歳
出
に
お
け
る

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及

び
退
職
手
当
過
年
度
負
担
金
、

減
債
基
金
積
立
金
、
ふ
る
さ
と

づ
く
り
基
金
積
立
金
、
障
が
い

者
生
活
介
護
事
業
費
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

券
作
成
等
委
託
料
、
林
業
専
用

道
戸
塚
線
開
設
工
事
に
伴
う
立

木
補
償
費
、
町
内
観
光
に
お
け

る
周
遊
性
を
高
め
る
電
動
ア
シ

ス
ト
付
き
自
転
車
購
入
費
、
こ

ど
も
園
床
下
空
調
設
備
修
繕
工

事
等
の
増
額
、
戸
籍
附
票
シ
ス

テ
ム
改
修
業
務
委
託
料
、
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
広
場
整
備
事
業
補
助

金
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
に
よ

り
事
業
内
容
を
見
直
し
た
交
流

人
口
・
定
住
人
口
拡
大
事
業
業

務
委
託
料
や
事
業
中
止
に
伴
う

中
学
校
の
バ
ス
借
上
料
や
海
外

修
学
旅
行
の
引
率
者
旅
費
及
び

事
業
費
補
助
金
、
予
備
費
等
の

減
額
が
主
な
補
正
の
内
容
で

す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
71
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
災
害
臨
時
特

例
補
助
金
の
減
額
、
歳
出
に
お

け
る
特
別
調
整
交
付
金
実
績
報

告
書
作
成
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託

料
、
一
般
高
額
外
来
年
間
合
算

療
養
費
、
過
年
度
分
保
険
税
還

付
金
の
増
額
、
予
備
費
の
減
額

が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
議
案
第
72
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
過
年
度
施
設

使
用
料
、
前
年
度
繰
越
金
の
増

額
、
歳
出
に
お
け
る
管
渠
清
掃

手
数
料
、
予
備
費
の
増
額
が
主

な
補
正
の
内
容
で
す
。

令和２年度各会計別予算補正状況（議案第70～77号）　 　
（単位：千円）　

会　　計　　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 般 会 計 6,054,705 66,225 6,120,930

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 648,304 △ 266 648,038
農業集落排水処理事業 30,083 264 30,347
宅 地 造 成 事 業 11,116 △ 318 10,798
介 護 保 険 617,747 3,628 621,375
後期高齢者医療保険 150,611 5,245 155,856
霊 園 事 業 5,500 800 6,300

水道事業

収益的支出 125,777 2,263 128,040
資本的収入 136,214 20,000 156,214
資本的支出 217,352 16,947 234,299

条　

例

補

正

予

算

請
願
・
陳
情

請
　

願

条　

例

第
７
回
臨
時
会

契　

約



町
民
福
祉
課
長

　

棚
倉
警
察
署
に
確
認
を
し
た

と
こ
ろ
、
信
号
機
の
場
所
や
安

全
、
交
通
量
に
勘
案
し
て
最
適

化
を
求
め
、
信
号
機
の
秒
数
配

分
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
問
題

は
な
い
と
い
う
回
答
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

町
民
の
方
も
不
便
だ
と

思
っ
て
い
る
は
ず
な
の
で
、
再

度
交
渉
し
て
も
ら
え
な
い
か
伺

う
。

町
民
福
祉
課
長

　

公
安
委
員
会
へ
は
話
を
し
た

い
と
思
う
。

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
３
年
で
成
功
す
る
の
か

疑
問
に
思
っ
て
い
る
が
、
見
解

を
伺
う
。

事
業
課
長

　

協
力
隊
に
係
る
国
の
特
別
交

付
税
措
置
が
３
年
間
と
い
う
の

が
１
つ
の
区
切
り
に
は
な
る

が
、
町
と
し
て
は
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
と
い
う
拠
点
が
で
き
た
こ
と

を
成
功
と
評
価
す
る
こ
と
な

く
、
施
設
を
運
営
し
て
、
そ
こ

に
交
流
人
口
の
増
加
が
生
ま
れ

る
ま
で
、
引
き
続
き
支
援
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
状
況
に
対
し
て
、
何
が
課

題
で
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
の
か
、
見
解
を

伺
う
。町

長

　

本
町
と
し
て
の
対
策
は
、
町

民
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た

り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
体
制
も
県

と
の
補
助
金
の
申
請
の
件
で
時

間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

が
、
１
月
に
は
開
設
で
き
る
方

向
に
持
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
た
だ
、
な
か
な
か
看

護
師
が
見
つ
か
ら
ず
、
郡
内
４

町
村
で
も
い
ろ
い
ろ
な
形
で
看

護
師
を
手
配
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。今

こ
そ
、
国
の
支
援
が
必

要
な
と
き
だ
と
思
う
の
で
、
国

へ
の
意
見
を
強
力
に
お
願
い
し

た
い
。
ま
た
、
間
も
な
く
成
人

式
が
行
わ
れ
る
が
、
東
京
方
面

か
ら
帰
郷
す
る
対
応
策
と
し

て
、
居
住
地
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
実
施
が
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

町
民
福
祉
課
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
疑
い
が
あ
り
、
症
状
の
な
い

方
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
受
け
る
必
要
は
な
い
と
考
え

る
。
全
国
で
も
医
療
が
切
迫
し

て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
を
考

慮
に
入
れ
、
症
状
の
あ
る
方
が

受
け
る
べ
き
と
考
え
る
。

大
子
町
で
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
無
料
に
し
て
も
ら
う
よ
う

な
住
民
の
動
き
も
出
て
い
る
。

関
係
町
村
長
、
議
長
会
等
に
働

き
か
け
て
、
こ
の
地
域
で
も
で

き
な
い
か
伺
う
。

町
長

今
度
、
東
白
川
郡
に
で
き
る

発
熱
外
来
は
、
感
染
疑
い
の
あ

る
方
の
た
め
の
開
設
で
あ
り
、

健
康
な
方
は
自
分
で
管
理
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
が
あ

る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
の
助

成
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
伺
う
。

町
民
福
祉
課
長

65
歳
以
上
の
高
齢
者
並
び
に

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
の

60
歳
か
ら
64
歳
の
方
を
対
象

に
、
１
人
あ
た
り
２
，
０
０
０

円
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
併

せ
て
１
歳
か
ら
12
歳
が
２
回
、

13
歳
か
ら
18
歳
が
１
回
、
そ
れ

ぞ
れ
２
，
０
０
０
円
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
。

タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
の
対

象
者
を
、
65
歳
以
上
に
す
る
検

討
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が

多
く
あ
る
が
、
い
か
が
か
。

町
民
福
祉
課
長

　

現
在
、
原
則
75
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
し
て
お
り
、
年
齢
制

限
を
含
め
た
運
用
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
の
中
で
協
議
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
。
10
月
に
開
催
さ

れ
た
協
議
会
の
中
で
は
、
年
齢

引
き
下
げ
に
つ
い
て
の
要
望
等

は
特
に
な
か
っ
た
の
で
、
今
の

と
こ
ろ
年
齢
を
引
き
下
げ
る
考

え
は
な
い
。

第
６
次
総
合
計
画
審
議
会

の
現
時
点
で
の
状
況
を
伺
う
。

町
長

　

町
政
懇
談
会
で
、
第
５
次
総

合
計
画
の
会
議
で
は
、
意
見
が

出
し
づ
ら
い
雰
囲
気
だ
っ
た
と

い
う
話
し
が
あ
っ
た
の
で
、
今

回
は
グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
討
論

を
行
っ
て
い
る
。
第
６
次
計
画

で
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
社
会

の
中
で
、
５
年
間
の
計
画
を
ど

の
よ
う
に
行
政
が
進
め
て
、
町

民
が
ど
の
よ
う
に
町
づ
く
り
に

参
加
す
る
か
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
環
境

づ
く
り
や
災
害
に
強
い
町
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

審
議
会
の
委
員
選
出
の
基

準
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

審
議
会
条
例
で
「
学
識
経
験
を

有
す
る
者
と
そ
の
他
」
と
謳
っ

て
い
る
が
、「
学
識
経
験
者
」

が
上
位
に
あ
る
の
は
な
ぜ
か
伺

う
。

自
立
総
務
課
長

審
議
会
の
構
成
に
つ
い
て

は
、
幅
広
い
分
野
の
方
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
「
学
識
経
験
者
」
と
い

う
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
各
種

団
体
の
代
表
や
各
種
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
方

30
名
、
今
回
は
公
募
も
行
っ
た

と
い
う
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、

委
員
の
選
出
基
準
は
、
条
例
の

中
に
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。

学
識
経
験
者
が
上
位
に
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
特
に
他
意
は

な
く
、広
い
意
味
で
「
有
識
者
」

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
66
号
）

歳
入
に
お
け
る
地
方
交
付

税
、
衛
生
費
県
補
助
金
、
不
動

産
売
払
収
入
、
教
育
費
寄
附
金

の
増
額
、
歳
出
に
お
け
る
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
委
託
料
の

増
額
、新
た
な
支
援
策
と
し
て
、

感
染
予
防
及
び
買
い
物
支
援
の

た
め
の
「
移
動
販
売
車
」
の
購

入
費
、
矢
祭
町
出
身
の
学
生
を

応
援
す
る
た
め
の
「
ふ
る
さ
と

応
援
パ
ッ
ク
事
業
」、
中
学
校

の
海
外
修
学
旅
行
中
止
に
伴
う

「
キ
ャ
ン
セ
ル
手
数
料
」
等
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
更
に
、
福

島
県
の
先
駆
的
健
康
づ
く
り
実

施
支
援
事
業
費
補
助
金
を
活
用

し
て
実
施
す
る
「
歩
行
年
齢
若

返
り
事
業
委
託
料
」、
次
年
度

に
向
け
た
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
募
集
・
育
成
事
業
支
援
業
務

委
託
料
」
の
計
上
、
農
地
等
の

土
砂
撤
去
に
か
か
る
建
設
機
械

借
上
料
の
増
額
が
主
な
補
正
の

内
容
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
67
号
）

　

歳
出
に
お
け
る
公
金
収
納
事

務
取
扱
手
数
料
の
増
額
が
補
正

の
内
容
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
66
号
）

南
石
井
住
宅
周
辺
の
道
路

は
幅
が
狭
く
、
自
動
車
の
利
用

が
し
に
く
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
道
路
の
拡
張
、
南
石
井
駅

東
側
に
新
た
な
進
入
路
建
設
計

画
等
の
対
策
は
な
い
か
伺
う
。

町
長

　

車
が
擦
れ
違
う
こ
と
も
で
き

な
い
こ
と
は
確
認
し
て
き
た

が
、
地
権
者
の
承
諾
や
住
民
の

要
望
等
が
出
て
こ
な
い
と
先
に

進
め
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
考
え
も
持
っ
て
い
る
。
住
宅

も
密
集
し
て
い
る
の
で
、
確
認

を
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
と
思

う
。

西
側
の
農
道
に
擦
れ
違
え

る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
、
水
路

に
蓋
を
か
け
る
な
ど
も
検
討
し

て
は
い
か
が
か
。

町
長

　

地
権
者
の
意
見
も
収
集
し
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

中
央
団
地
の
駐
車
場
は
、

自
宅
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
た
め
、
ほ
ぼ
車
が
停
ま
っ
て

い
な
い
。
公
園
は
あ
ま
り
使
わ

れ
て
い
な
い
よ
う
な
状
況
な
の

で
、
そ
こ
を
駐
車
場
と
し
て
使

用
す
る
と
か
、
空
い
て
い
る
土

地
を
使
用
す
る
と
か
す
れ
ば
、

住
民
も
移
動
し
や
す
い
と
思
う

が
、何
か
対
策
は
あ
る
か
伺
う
。

事
業
課
長

　

自
家
用
車
を
お
持
ち
の
方
に

は
引
き
続
き
駐
車
場
の
利
用
を

啓
発
す
る
と
と
も
に
、
老
朽
化

に
よ
り
取
り
壊
す
建
屋
が
あ
れ

ば
、
そ
の
空
き
地
を
駐
車
場
と

し
て
整
備
す
る
こ
と
は
検
討
で

き
る
か
と
考
え
て
い
る
。

中
央
の
公
園
は
必
要
な
の

か
。
そ
こ
が
駐
車
場
に
な
る
と

便
利
か
と
思
う
が
、い
か
が
か
。

事
業
課
長

　

中
央
団
地
と
い
う
１
つ
の
行

政
区
な
の
で
、
集
会
所
や
公
共

の
エ
リ
ア
は
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
う
。

関
岡
団
地
は
か
な
り
老
朽

化
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
新
た

な
対
策
等
は
あ
る
か
伺
う
。

町
長

　

町
営
住
宅
は
、
ど
の
団
地
も

修
理
す
る
箇
所
が
増
え
て
き
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
新
築

等
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
に
来
て
い
る
と
い
う
思
い

も
あ
る
。
町
民
の
安
心
・
安
全

で
住
め
る
環
境
づ
く
り
も
今
後

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

Ｊ
Ａ
前
と
消
防
署
前
の
信

号
機
の
距
離
が
短
い
上
に
、
本

線
と
す
る
国
道
３
４
９
号
と

１
１
８
号
の
と
こ
ろ
が
、
止
め

ら
れ
て
い
る
時
間
が
非
常
に
長

く
感
じ
る
。
ま
た
、
宝
坂
方
面

か
ら
の
車
が
１
台
も
来
な
い
の

に
、
ず
っ
と
止
め
ら
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
い
。
交
通

量
が
少
な
い
と
こ
ろ
は
感
知
式

の
信
号
で
も
対
応
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
見
解

を
伺
う
。

答

質
問　

町
営
住
宅
に
つ
い
て

問

問答

答 答答 問

問

質
問　

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

問

問

答

答

問

問 答 問 質
問　

高
齢
者
支
援
施
策
に
つ
い
て

問

問

答

答 問

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

12
月
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
９
日
と
10
日
に
行
わ
れ
、

８
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質
し

ま
し
た
。

土
木
・
交
通
・
一
般
行
政藤井隆治議員

答

答答 問問 質
問　

道
路
状
況
に
つ
い
て

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
「
第
三
波
」

へ
の
緊
急
対
応
策
に
つ
い
て

健
康
福
祉
・
一
般
・
教
育
・

土
木
・
交
通
行
政

大森泰幸議員

答

質
問　

町
の
将
来
展
望
と
の
暮
ら
し

応
援
の
町
政
確
立
に
つ
い
て

問

2223

答

補
正
予
算

令和２年度各会計別予算補正状況（議案第66、67号）
（単位：千円）

会　計　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 般 会 計 5,940,926 113,779 6,054,705

特 別 会計 国民健康保険 648,304 0 648,304



Ｔ
に
知
見
が
な
い
人
で
も
、
支

援
員
と
し
て
教
育
し
て
い
け
ば

対
応
で
き
る
と
い
う
紹
介
で

あ
っ
た
。
そ
の
有
効
性
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
検
討
し
切
れ
る
段

階
で
は
な
い
の
で
、
そ
う
い
っ

た
も
の
を
踏
ま
え
て
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
を
検
討
し
て
い

く
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　

田
川
の
鉄
橋
の
下
か
ら
久

慈
川
の
合
流
点
ま
で
の
土
砂
撤

去
を
町
の
事
業
と
し
て
考
え
て

良
い
か
伺
う
。

事
業
課
長

現
在
、
棚
倉
土
木
事
務
所
に

お
い
て
、
久
慈
川
合
流
部
の
河

道
掘
削
工
事
の
施
工
範
囲
を
設

定
す
る
た
め
の
準
備
を
し
て
い

る
。
棚
倉
土
木
事
務
所
と
調
整

を
行
っ
た
結
果
、
県
が
Ｊ
Ｒ
の

線
路
か
ら
下
流
の
撤
去
を
行

い
、
町
は
上
流
部
の
未
実
施
箇

所
の
実
施
を
考
え
て
い
る
。

町
づ
く
り
懇
談
会
で
は
、

他
に
も
土
砂
撤
去
の
要
望
が
出

さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　

生
活
に
支
障
が
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
優
先
的
に
実
施
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。
今
後
も
災
害
対

策
と
し
て
、
河
川
の
改
修
等
の

考
え
は
し
っ
か
り
持
っ
て
い
き

た
い
。関

岡
地
区
の
久
慈
川
の
堤

防
建
設
は
、
住
民
も
含
め
町
を

挙
げ
て
実
施
す
べ
き
と
思
う

が
、
考
え
を
伺
う
。

事
業
課
長

　

県
南
建
設
事
務
所
で
関
岡
地

区
の
右
岸
、約
２
・
５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
測
量
及
び
予
備
設
計
を

実
施
し
て
い
る
。

今
年
度
も
山
野
井
で
カ
ー

ブ
を
曲
が
り
切
れ
な
い
事
故
が

あ
っ
た
。
事
故
後
、
こ
れ
を
解

消
す
る
た
め
の
対
応
は
あ
っ
た

の
か
伺
う
。

町
民
福
祉
課
長

　

安
全
対
策
と
し
て
、
事
故
現

場
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
に
反
射

材
等
を
設
置
し
て
お
り
、
年
末

年
始
の
交
通
事
故
防
止
県
民
総

ぐ
る
み
運
動
の
中
で
、
交
通
事

故
の
防
止
を
呼
び
か
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

道
路
東
側
の
木
は
伐
採
で

き
な
い
の
か
伺
う
。

事
業
課
長

道
路
敷
の
草
木
に
つ
い
て

は
、
土
木
事
務
所
に
草
刈
り
を

要
望
し
た
り
、
土
木
事
務
所
で

も
気
付
い
た
と
き
に
は
草
刈
り

を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
で
き
る
範
囲
が
道
路
敷
に

限
ら
れ
て
い
る
。
以
前
、
山
林

所
有
者
の
土
地
ま
で
行
っ
た
際

に
は
、
所
有
者
か
ら
苦
情
も

あ
っ
た
よ
う
で
、
広
い
範
囲
は

で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。

Ｓ
Ｍ
Ｃ
第
２
工
場
下
の
交

差
点
に
、
事
故
が
起
こ
る
前
に

感
応
式
の
信
号
を
設
置
す
べ
き

と
の
話
が
あ
る
が
、い
か
が
か
。

町
民
福
祉
課
長

　

信
号
機
に
つ
い
て
は
要
望
を

上
げ
て
い
る
が
、
設
置
は
難
し

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

後
、
事
業
所
や
住
民
の
方
か
ら

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
の
要
望
が

あ
り
、
現
在
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

設
置
す
る
た
め
の
道
路
占
用
許

可
申
請
中
で
あ
る
。
許
可
が
出

た
ら
設
置
工
事
を
進
め
、
渋
滞

解
消
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

以
前
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
か

ら
下
り
た
所
の
信
号
機
に
つ
い

て
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
区
長
や

区
民
が
交
通
安
全
協
会
等
に
働

き
か
け
て
設
置
し
た
と
い
う
事

例
が
あ
る
。
今
回
も
そ
う
い
っ

た
働
き
か
け
を
し
た
い
と
い
う

区
民
も
い
る
が
、
町
は
ど
う
考

え
る
か
伺
う
。

町
民
福
祉
課
長

　

住
民
か
ら
の
声
は
、
と
り
ま

と
め
て
何
回
も
警
察
署
、
公
安

委
員
会
に
は
伝
え
て
い
る
。
公

安
委
員
会
に
よ
る
と
、
信
号
機

設
置
は
県
全
体
を
限
ら
れ
た
予

算
で
進
め
て
お
り
、
優
先
順
位

に
よ
り
行
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。

コ
ロ
ナ
禍
が
国
民
生
活
を

脅
か
し
、
経
済
悪
化
に
よ
っ
て

本
町
財
政
も
厳
し
い
運
営
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
第
６

次
総
合
計
画
初
年
度
に
当
た
る

令
和
３
年
度
に
向
け
て
、
町
長

の
施
政
方
針
と
重
点
施
策
に
つ

い
て
伺
う
。

町
長

コ
ロ
ナ
禍
の
社
会
の
中
で
、

企
業
の
収
益
も
か
な
り
落
ち
て

お
り
、
法
人
・
町
民
税
も
減
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
６
次
総

合
計
画
の
中
で
は
、
空
き
校
舎

を
利
用
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推

進
、
防
災
行
政
の
中
で
首
都
圏

や
町
同
士
の
防
災
協
定
を
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
行
政
と
し

て
、
関
東
圏
へ
情
報
を
発
信
し

て
観
光
振
興
を
図
り
た
い
。
教

育
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
づ
く
り

の
中
で
の
デ
ジ
タ
ル
教
育
と
し

て
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に
よ

る
子
供
の
教
育
を
考
え
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

移
住
・
定
住
に
つ
い
て
も
前
向

き
に
考
え
て
い
き
た
い
。

町
の
中
心
地
の
活
性
化
と

し
て
、
東
館
駅
周
辺
の
整
備
は

極
め
て
大
事
な
事
業
と
考
え

る
。
こ
の
構
想
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
伺
う
。

町
長

　

令
和
３
年
度
も
駅
前
開
発
の

協
議
会
は
継
続
す
る
の
で
、
そ

の
中
で
整
備
も
１
つ
の
施
策
と

し
て
進
め
て
行
き
た
い
。

東
館
駅
周
辺
構
想
で
、
公

民
館
の
建
て
替
え
も
出
て
い
た

か
と
思
う
。
そ
の
中
で
元
製
材

所
跡
地
も
候
補
に
入
っ
て
い
る

よ
う
だ
が
、
駅
か
ら
の
人
の
流

れ
を
生
む
整
備
も
必
要
と
思
っ

て
い
る
。
ま
た
、
公
民
館
あ
り

き
で
造
る
の
で
は
な
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
す
る
拠

と
い
う
こ
と
で
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

総
合
計
画
は
、
地
方
自
治

法
あ
る
い
は
矢
祭
町
自
治
基
本

条
例
で
ど
ん
な
位
置
づ
け
に

な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

自
立
総
務
課
長

こ
れ
ま
で
基
本
構
想
は
、
地

方
自
治
法
に
よ
り
議
会
の
議
決

を
経
て
定
め
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
た
が
、
平
成
23
年

に
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
基
本

構
想
の
法
的
な
策
定
義
務
が
な

く
な
っ
た
。
本
町
で
は
、
矢
祭

町
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
き
、

最
上
位
の
計
画
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る
。

第
１
回
審
議
会
に
提
出
し

た
検
討
課
題
は
、
町
民
に
分
か

る
よ
う
な
形
で
今
後
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
が
い
か
が

か
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集

約
結
果
の
分
析
は
、
現
段
階
で

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

自
立
総
務
長

審
議
会
で
の
状
況
や
資
料
等

を
町
民
の
皆
様
に
見
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
今
後
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

１
，
６
７
４
人
に
依
頼
し
て
回

収
率
は
46
・
１
％
だ
っ
た
。
ま

た
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
は
、
全
員
か
ら
回
答

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
の
結

果
と
し
て
、「
期
待
す
る
将
来

の
町
の
姿
」
に
つ
い
て
は
、
中

学
生
、
一
般
の
方
と
も
「
豊
か

な
自
然
と
共
生
し
、
美
し
い
景

観
を
大
切
に
す
る
町
」、「
み
ん

な
が
健
康
で
元
気
に
暮
ら
せ
る

町
」
が
１
位
、
２
位
と
な
っ
て

い
る
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
他
に

も
貴
重
な
意
見
や
要
望
も
い
た

だ
い
て
い
る
の
で
、
今
後
の
審

議
会
で
審
議
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
各
分
野
の
具
体
的
な
施
策

等
に
反
映
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

国
の
支
援
策
等
で
３
月
ま

で
延
長
と
い
う
も
の
も
出
さ
れ

て
い
る
が
、
ど
う
い
う
も
の
が

あ
る
の
か
伺
う
。

町
民
福
祉
課
長

緊
急
小
口
資
金
の
特
別
給
付

並
び
に
総
合
支
援
金
の
特
別
給

付
は
、
本
年
の
12
月
末
ま
で
、

国
保
等
の
傷
病
手
当
金
は
令
和

３
年
３
月
31
日
ま
で
延
長
に
な

る
。

事
業
課
長

　

中
小
・
小
規
模
事
業
者
向
け

の
雇
用
調
整
助
成
金
や
、
休
業

手
当
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
労

働
者
に
賃
金
の
８
割
を
補
填
す

る
休
業
支
援
金
・
給
付
金
は
来

年
２
月
ま
で
、
中
小
企
業
向
け

の
実
質
無
利
子
・
無
担
保
の
融

資
制
度
が
来
年
３
月
ま
で
延
長

さ
れ
て
い
る
。

税
収
、
交
付
金
、
補
助
金
、

財
調
、
基
金
、
町
債
の
５
年
間

の
推
移
と
財
源
を
ど
う
考
え
る

か
伺
う
。

自
立
総
務
課
長

町
税
に
つ
い
て
は
、
年
度
に

よ
り
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る

が
、
交
付
金
は
平
成
28
年
度
か

ら
増
加
傾
向
に
あ
る
。
地
方
交

付
税
は
、
税
収
が
増
え
れ
ば
地

方
交
付
税
が
減
り
、
税
収
が
減

れ
ば
増
え
る
相
関
関
係
に
あ
る

の
で
、
町
税
同
様
に
ば
ら
つ
き

が
あ
る
。
補
助
金
及
び
町
債

は
、
矢
祭
小
学
校
の
建
設
や
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
整
備
が
完

了
し
た
た
め
減
少
し
て
い
る
。

財
政
調
整
積
立
基
金
は
、
公
共

施
設
等
の
基
金
に
積
立
て
た
の

と
、
昨
年
度
の
災
害
復
旧
工
事

に
関
し
て
基
金
を
取
り
崩
し
た

た
め
、減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
対
策
等
も
あ
る
た
め
、

状
況
に
応
じ
て
財
政
調
整
積
立

基
金
等
の
活
用
も
検
討
し
な
が

ら
、
適
正
な
財
政
運
営
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
事
業
者
と
の
調
印
の
内
容
を

伺
う
。教

育
課
長

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

推
進
に
当
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
を
活
か
し
な
が
ら
連
携
し

て
い
く
と
い
う
旨
を
包
括
的
に

確
認
す
る
内
容
で
、
具
体
的
な

約
束
を
す
る
も
の
で
は
な
い
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
推
進
を
通
じ
て
、
教
育
委
員

会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
教
育
を

行
う
の
か
伺
う
。

教
育
長

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に
併
せ

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と

い
う
、
地
域
に
開
か
れ
た
地
域

と
共
に
あ
る
学
校
環
境
を
つ
く

ろ
う
と
い
う
構
想
を
描
い
て
い

る
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
良

さ
を
活
か
し
た
両
輪
の
よ
う
な

形
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

全
国
的
に
少
人
数
学
級
の

良
さ
が
言
わ
れ
て
い
る
。
矢
祭

町
も
２
学
級
に
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
良
さ
を
伺
う
。

教
育
課
長

　

矢
祭
町
は
、
１
ク
ラ
ス
20
か

ら
30
人
で
編
成
で
き
て
い
る
。

少
人
数
で
授
業
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
教
師
の
目
が
行
き
渡

り
や
す
く
な
る
。
町
で
は
さ
ら

に
教
育
支
援
員
を
配
し
、
学
校

の
実
情
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
一

人
一
人
に
で
き
る
だ
け
目
が
届

く
体
制
を
構
築
し
よ
う
と
い
う

こ
と
で
、
校
長
と
の
意
見
交
換

も
行
っ
て
い
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に
あ

た
り
、
機
械
に
慣
れ
て
い
な
い

な
ど
の
個
人
差
が
あ
る
と
思

う
。
そ
う
い
う
点
で
の
支
援
員

の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
伺
う
。

教
育
課
長

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
新
た
に
配

置
す
る
必
要
性
は
十
分
に
承
知

し
て
い
る
。
Ｖ
Ｓ
Ｎ
と
い
う
会

社
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
専
門

教
育
が
で
き
る
の
で
、
そ
の
知

見
を
活
か
し
て
有
利
な
形
で
配

置
し
て
い
く
こ
と
は
可
能
に
な

る
か
と
思
っ
て
い
る
。

先
日
の
研
修
で
は
、
支
援

員
を
町
の
電
気
屋
さ
ん
や
パ
ー

ト
で
も
と
の
話
だ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
支
援
員
は
町
が
採
用
し

て
い
く
の
か
伺
う
。

教
育
課
長

　

研
修
会
で
は
、
１
つ
の
事
例

と
し
て
町
の
電
気
屋
さ
ん
が
Ｉ

Ｃ
Ｔ
に
関
わ
る
こ
と
で
、
よ
り

相
談
し
や
す
い
こ
と
や
、
Ｉ
Ｃ

問
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点
と
し
て
考
え
て
は
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。

町
長

　

公
民
館
の
具
体
的
な
場
所
は

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
文
化
交
流
の
施
設
と
し
て

興
味
深
く
思
っ
て
い
る
。

産
業
の
担
い
手
不
足
は
、

技
術
の
継
承
が
途
絶
え
、
様
々

な
業
種
の
消
失
や
雇
用
環
境
の

悪
化
、
農
用
地
や
森
林
の
荒
廃

に
も
つ
な
が
る
な
ど
、
町
の
将

来
に
と
っ
て
最
大
の
懸
念
事
項

で
あ
る
と
考
え
る
。
外
部
か
ら

積
極
的
に
人
材
を
求
め
る
施
策

を
展
開
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

町
長

　

日
本
の
農
業
政
策
の
中
で
、

国
は
こ
こ
10
年
間
で
５
兆
円
の

輸
出
額
を
つ
く
る
と
い
う
目
標

を
立
て
た
。
こ
れ
か
ら
の
行
政

は
、
町
単
独
で
考
え
る
の
で
は

な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
考
え
交

流
人
口
を
増
や
す
こ
と
も
農
業

の
中
に
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
。

深
刻
度
を
増
し
て
い
る
イ

ノ
シ
シ
被
害
の
現
状
に
つ
い

て
、
年
ご
と
の
推
移
も
含
め
て

伺
う
。事

業
課
長

捕
獲
し
た
頭
数
は
28
年
度
に

３
３
２
頭
、
29
年
度
が
３
０
０

頭
、
30
年
度
が
２
７
３
頭
、
令

和
元
年
度
が
３
６
３
頭
で
あ

る
。
今
年
度
は
有
害
駆
除
で

１
３
４
頭
、
狩
猟
期
で
12
月
１

日
現
在
60
頭
で
あ
り
、
今
年
度

は
例
年
よ
り
２
割
程
度
多
く
捕

獲
さ
れ
て
い
る
。

被
害
防
止
対
策
を
行
っ
て

い
る
が
、
新
た
な
対
策
は
検
討

し
て
い
な
い
の
か
。
ま
た
、
町

の
被
害
防
止
対
策
に
係
る
助
成

制
度
の
見
直
し
と
拡
充
が
必
要

と
思
わ
れ
る
が
、考
え
を
伺
う
。

事
業
課
長

　

被
害
対
策
設
備
の
購
入
助
成

に
つ
い
て
は
、
次
年
度
か
ら
拡

充
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で

被
害
対
策
設
備
の
更
新
は
補
助

対
象
で
は
な
か
っ
た
が
、
５
年

経
過
後
で
あ
れ
ば
更
新
に
も
助

成
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
金

網
柵
も
対
象
と
し
、
補
助
率
も

見
直
し
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。電

気
柵
の
正
し
い
設
置
方

法
に
つ
い
て
、
現
地
で
指
導
会

を
行
う
こ
と
も
一
つ
の
手
か
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

事
業
課
長

正
し
い
設
置
方
法
に
つ
い
て

は
、
助
成
の
申
請
が
あ
っ
た
際

や
被
害
調
査
の
際
に
、
設
置
し

た
方
に
助
言
を
し
て
い
る
。
さ

ら
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
り
、

講
習
会
が
で
き
る
か
検
討
し

て
、
機
会
を
見
て
Ｐ
Ｒ
を
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。

今
般
、
現
地
を
見
た
い
と

思
い
新
ル
ー
ト
と
な
る
と
こ
ろ

を
探
索
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

障
害
も
な
く
歩
け
、
国
有
林
の

許
可
さ
え
い
た
だ
け
れ
ば
、
あ

ま
り
手
を
入
れ
ず
安
価
に
コ
ー

ス
設
定
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
た
。
新
コ
ー
ス
の
設

定
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

町
長

往
復
す
る
た
め
の
違
う
ル
ー

ト
を
望
ん
で
い
る
人
も
い
る
の

で
、
新
た
に
整
備
し
て
観
光
振

興
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、

交
通
、
買
い
物
弱
者
に
対
す
る

フ
ォ
ロ
ー
は
行
政
の
役
目
で
あ

り
、
費
用
対
効
果
の
み
で
計
れ

る
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。
補

正
予
算
措
置
に
よ
り
、
移
動
コ

ン
テ
ナ
車
の
配
置
が
提
出
さ
れ

た
が
、
直
接
的
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
行
政
に
で
き
る
の
か
と

い
う
懸
念
も
あ
る
。
今
後
の
具

体
的
な
方
策
を
伺
う
。

事
業
課
長

　

白
河
市
で
は
、
今
年
か
ら
高

齢
者
世
帯
の
見
守
り
活
動
と
介

護
支
援
を
行
う
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
に
業
務
を
委
託
し
て
移
動

販
売
車
を
巡
回
し
て
い
る
。
本

町
で
も
こ
の
よ
う
な
団
体
が
あ

れ
ば
営
業
委
託
も
視
野
に
入
れ

て
い
き
た
い
と
思
う
が
、
当
面

は
町
で
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
課
題
と
な
る
在
庫

管
理
は
、
各
協
力
店
舗
か
ら
商

品
を
預
か
り
、
売
上
げ
か
ら

マ
ー
ジ
ン
を
い
た
だ
き
、
売
れ

残
り
は
返
却
す
る
よ
う
な
形
が

取
れ
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

当
面
の
間
町
営
で
行
っ
て

い
く
と
い
う
考
え
方
で
良
い
の

か
。

事
業
課
長

　

ま
ち
の
駅
で
行
っ
て
い
き
な

が
ら
制
度
設
計
を
し
、
賛
同
し

て
く
れ
る
方
が
い
れ
ば
一
緒
に

進
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
と
い
っ
た
、
地
域
の
活
力
を

学
校
経
営
に
生
か
す
こ
と
は
非

常
に
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
と

い
う
大
き
な
事
業
も
進
も
う
と

し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ

り
、
学
校
側
の
負
担
が
増
す
の

で
は
な
い
か
と
の
懸
念
も
あ
る

が
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

伺
う
。教

育
長

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
は
、
児

童
・
生
徒
一
人
一
人
の
創
造
性

が
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
の
整
備
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ス
ク
ー
ル
は
、
評
議
委
員
会
を

つ
く
る
前
の
導
入
委
員
会
に
よ

り
、
ど
の
よ
う
に
も
っ
て
い
く

か
少
し
ず
つ
進
め
て
い
る
。

教
育
課
長

　

学
校
の
負
担
対
応
と
し
て
、

今
回
締
結
し
た
３
者
協
定
が
あ

り
、
具
体
的
に
は
３
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら

連
携
を
し
、
先
生
た
ち
の
負
担

が
増
え
な
い
よ
う
に
、
学
校
現

場
と
の
対
話
も
行
い
な
が
ら
、

進
め
て
い
く
こ
と
が
現
在
の
ス

タ
ン
ス
で
あ
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、

分
け
た
考
え
方
で
良
い
の
か
伺

う
。

教
育
課
長

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
を
推
進

す
る
こ
と
は
、
必
然
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
に
似

か
よ
っ
た
、
地
域
を
巻
き
込
ん

で
い
く
地
域
づ
く
り
と
い
う
観

点
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ス
ク
ー
ル
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
き
て
い
る
中
で
、
地
域
が
理

解
い
た
だ
い
た
上
で
導
入
し
て

い
く
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
に
な

る
。
ま
ず
、
学
校
評
議
委
員
会

を
皮
切
り
に
、
今
後
の
担
い
手

の
理
解
を
十
分
に
調
整
し
た
上

で
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
。３

者
協
定
を
締
結
し
た
ボ

ノ
株
式
会
社
は
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
行
う
の
か
伺
う
。

教
育
課
長

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
高
次
化
し
て

い
く
と
、
こ
れ
ま
で
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
遠
い
地

域
と
連
携
し
た
授
業
や
取
り
組

み
を
学
校
現
場
に
い
な
が
ら
体

験
で
き
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
先
生
が
会
社
に
そ
う
い
っ

た
事
例
は
な
い
か
と
気
軽
に
相

談
す
る
こ
と
に
よ
り
、
授
業
の

参
考
、
支
援
に
な
っ
て
い
け
れ

ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

東
舘
の
南
沢
に
あ
る
防
火

水
槽
は
設
置
後
40
年
以
上
経
過

し
、
自
然
水
利
の
た
め
砂
や
泥

が
沈
殿
し
て
い
る
と
思
う
。
非

常
時
に
ポ
ン
プ
の
利
用
が
で
き

な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
と

思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

町
長

　

桃
ノ
木
の
町
政
懇
談
会
で
も

意
見
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
新
た
な
場

所
に
造
る
方
向
で
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

既
製
品
の
物
を
利
用
す
れ

ば
、
新
た
な
土
地
を
探
さ
な
く

て
も
同
じ
場
所
に
設
置
で
き
る

と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

町
長

参
考
と
し
、
検
討
し
た
い
。

町
道
舘
本
柳
町
線
は
、
幅

員
が
３
メ
ー
ト
ル
し
か
な
く
、

車
が
往
来
す
る
に
は
狭
い
た

め
、
住
宅
の
庭
先
や
路
肩
で
交

差
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
住

宅
も
あ
る
た
め
拡
幅
は
難
し
い

と
思
う
が
、
待
避
所
は
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
考

え
を
伺
う
。

町
長

　

待
避
所
に
つ
い
て
は
考
え
て

い
き
た
い
と
思
う
。

久
慈
川
に
接
す
る
戸
塚
の

堤
防
が
決
裂
、
崩
壊
し
て
し
ま

う
と
多
く
の
水
田
や
住
宅
に
被

害
を
も
た
ら
し
て
し
ま
う
の

で
、
よ
り
安
全
な
堤
防
が
必
要

か
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

事
業
課
長

　

県
で
は
、
堤
防
の
補
強
工
事

と
し
て
、
関
岡
の
堰
場
か
ら
高

谷
畑
地
内
、
中
石
井
の
上
川
原

か
ら
岡
下
地
内
に
お
い
て
、
堤

防
の
舗
装
と
遮
水
シ
ー
ト
の
設

置
を
実
施
し
て
い
る
。
引
き
続

き
施
工
箇
所
を
延
長
し
て
い
た

だ
く
よ
う
要
望
し
て
い
き
た

い
。

石
井
地
区
で
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
が
河
川
の
中
に
整

備
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

水
害
も
受
け
て
い
る
の
で
、
堤

防
の
上
に
あ
る
方
が
良
い
と
思

う
が
、
何
か
理
由
が
あ
る
の
か

伺
う
。事

業
課
長

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
は
平

成
７
年
度
に
整
備
が
完
了
し
た

が
、
当
時
の
諸
事
情
に
よ
り
現

在
の
位
置
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。周

り
か
ら
見
え
に
く
く
、

防
犯
的
に
危
険
で
は
な
い
か
。

事
業
課
長

　

福
島
県
は
自
転
車
活
用
推
進

計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
自
転

車
走
行
空
間
の
適
切
な
維
持
管

理
を
推
進
し
て
い
く
計
画
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
草
刈
り
等

の
維
持
管
理
に
よ
り
、
防
犯
面

で
も
安
全
に
走
行
で
き
る
よ
う

に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

ま
だ
改
良
の
余
地
は
な
い

と
い
う
こ
と
か
。

事
業
課
長

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
改

修
計
画
は
聞
い
て
い
な
い
。

国
の
強
靭
化
計
画
に
併
せ

て
改
良
で
き
な
い
か
伺
う
。

事
業
課
長

　

現
在
、
右
岸
側
を
測
量
し
て

い
る
が
、
予
備
設
計
の
中
で
左

岸
側
も
併
せ
て
改
良
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
れ
ば
可

能
か
と
思
う
の
で
、
右
岸
側
の

測
量
の
経
過
を
確
認
し
て
い
き

た
い
。下

石
井
の
ス
タ
ン
ド
の
北

側
は
拡
幅
と
わ
だ
ち
の
解
消
が

行
わ
れ
た
が
、
南
側
は
な
ぜ
行

わ
れ
な
い
の
か
伺
う
。

事
業
課
長

棚
倉
土
木
事
務
所
と
し
て

は
、
わ
だ
ち
の
解
消
は
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
等
を
実
施
し
て
、
支

障
と
な
る
箇
所
は
緊
急
修
繕
等

の
対
応
を
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
側
溝
整

備
に
よ
る
路
肩
拡
幅
に
つ
い
て

は
、
道
路
排
水
に
支
障
が
あ
る

場
合
に
側
溝
整
備
を
検
討
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

質
問　

道
路
整
備
に
つ
い
て

質
問　

河
川
整
備
に
つ
い
て

質
問　

農
業
を
は
じ
め
と
す

る
本
町
産
業
の
担
い
手
対
策

に
つ
い
て

質
問　

イ
ノ
シ
シ
等
被
害
防

止
対
策
に
つ
い
て

質
問　

滝
川
渓
谷
の
新
ル
ー

ト
整
備
計
画
に
つ
い
て

質
問　

買
い
物
支
援
事
業
の

充
実
に
つ
い
て

質
問　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
の
方
針
に
つ
い
て

鈴木　一議員

消
防
・
土
木
行
政

質
問　

防
火
水
槽
整
備
に
つ

い
て

問答問答

鈴木敏男議員

建
設
・
産
業
・
防
犯
・

教
育
行
政

質
問　

国
道
１
１
８
号
下
石

井
地
内
の
わ
だ
ち
解
消
と
拡

幅
工
事
に
つ
い
て

問答問答

問答答

問答 答

問

問問

問問

問問問問

答

答答答

答答答答

答 問

問 答答

問答問答
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側
溝
が
な
く
、
少
し
踏
み

外
す
と
横
転
し
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
。
危
険
だ
と
い
う
こ
と

で
土
木
事
務
所
に
要
望
し
て
は

と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

事
業
課
長

　

折
を
見
て
話
を
し
た
い
と
思

う
。

土
木
部
長
や
県
知
事
に
直

接
思
い
を
伝
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

町
長

　

県
庁
に
行
っ
た
際
に
は
し
っ

か
り
と
伝
え
る
。

中
山
地
内
等
は
急
ピ
ッ
チ

で
山
を
削
っ
て
、
か
な
り
見
通

し
が
良
く
な
っ
て
き
た
。
今
年

度
は
ど
の
く
ら
い
進
む
の
か
伺

う
。

事
業
課
長

全
体
計
画
４
・
４
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
３
工
区
に
分
け
て
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。
上
関
河
内

地
内
の
１
工
区
北
側
、小
田
川
、

下
関
河
内
地
内
の
２
工
区
２
・

６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
、
ほ
ぼ
全

区
間
に
わ
た
り
改
良
を
進
め
て

お
り
、３
工
区
０
・
８
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
は
、
舗
装
ま
で
の
工
事
を

進
め
て
い
る
。
進
捗
率
は
約

76
％
で
、
２
０
２
０
年
代
初
頭

の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

須
藤
製
作
所
入
り
口
の
山

は
い
つ
掘
削
す
る
予
定
な
の
か

伺
う
。事

業
課
長

丁
張
は
あ
る
よ
う
だ
が
、
い

つ
掘
削
す
る
か
は
把
握
し
て
い

な
い
。表

木
地
内
は
ま
だ
進
ん
で

い
な
い
よ
う
だ
が
、
ど
ん
な
状

況
な
の
か
伺
う
。

事
業
課
長

　

ほ
ぼ
全
区
間
に
お
い
て
改
良

を
進
め
る
と
聞
い
て
い
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
着
工
す
る
と
思

う
。

電
柵
を
設
置
し
て
も
あ
ま

り
効
果
が
表
れ
な
い
状
況
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
塙
町
で
は

メ
ッ
シ
ュ
柵
を
提
供
し
た
よ
う

だ
が
、
そ
の
内
容
を
伺
う
。

事
業
課
長

　

行
政
区
で
設
置
す
る
場
合
に

事
業
費
の
10
分
の
10
以
内
で
補

助
金
を
出
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

行
政
区
の
区
長
に
承
諾
を

得
て
個
人
的
に
行
う
の
か
、
団

体
で
行
う
の
か
。
団
体
で
行
う

と
範
囲
が
広
が
っ
て
し
ま
う

が
、
ど
の
よ
う
な
許
可
で
行
え

る
の
か
伺
う
。

事
業
課
長

人
間
と
イ
ノ
シ
シ
の
住
み
分

け
を
す
る
た
め
の
鉄
柵
の
設
置

と
い
う
こ
と
で
、
行
政
区
で
ま

と
ま
っ
た
エ
リ
ア
を
決
め
、
事

業
計
画
を
出
し
て
補
助
金
を
受

け
る
流
れ
に
な
る
と
思
う
。

柵
の
設
置
に
金
が
か
か

り
、
農
業
か
ら
離
れ
る
人
も
多

く
な
る
と
思
う
。
10
分
の
10
以

内
の
補
助
と
い
う
こ
と
だ
が
、

矢
祭
町
で
も
行
っ
て
は
い
か
が

か
。

町
長

深
刻
な
被
害
で
も
あ
る
の

で
、
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。

田
植
え
前
に
補
助
金
を
出

す
と
い
う
こ
と
で
良
い
か
伺

う
。

町
長

　

具
体
的
な
時
期
は
控
え
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

高
齢
者
の
痴
呆
に
よ
る
徘

徊
や
盗
難
防
止
、
防
犯
の
た
め

に
も
、
町
の
要
所
に
毎
年
５
基

く
ら
い
ず
つ
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
い

か
が
か
。

町
長　

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
よ
り
事
件
・
事
故
の
未
然

防
止
が
優
先
に
な
っ
て
い
る
。

本
町
で
も
役
場
、
開
発
セ
ン

タ
ー
、
中
央
公
民
館
、
矢
祭
小
・

中
学
校
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
設
置
し
て
お
り
、
各
企

業
で
も
設
置
し
て
い
る
。
必
要

が
あ
れ
ば
意
見
を
精
査
し
な
が

ら
対
策
に
応
じ
て
い
き
た
い
。

国
道
１
１
８
号
と
３
４
９

号
の
町
境
や
中
央
に
も
付
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
が
、
い
か
が
か
。

町
長

防
犯
上
の
必
要
も
あ
る
の

で
、
公
共
の
も
の
は
公
共
で
行

い
、
個
人
や
会
社
は
自
分
で
管

理
す
る
と
い
う
方
向
で
考
え
て

い
き
た
い
と
思
う
。

国
の
予
算
も
活
用
し
て
、

道
路
の
要
所
に
設
置
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
が
、
い
つ
頃

設
置
で
き
る
か
伺
う
。

町
長

　

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。各

ス
ポ
ー
ツ
向
上
の
た
め

に
町
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

教
育
長

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
人
口
創
生
の

た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を

配
し
体
育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
指

導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
多

く
の
振
興
を
進
め
て
い
る
。
さ

ら
に
利
用
者
促
進
と
利
便
性
向

上
の
た
め
、
既
存
の
施
設
整
備

を
進
め
て
い
る
の
で
、
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

子
供
た
ち
は
楽
し
く
運
動

で
き
る
よ
う
に
教
え
な
い
と
わ

か
ら
な
い
。
経
験
の
あ
る
方
を

招
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

教
育
長

　

そ
の
よ
う
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
う
。

小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
等

で
走
っ
て
い
る
子
供
は
い
る
の

か
伺
う
。

教
育
課
長

小
学
校
に
は
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ー
ス
が
あ
り
、
マ
ラ
ソ
ン
大

会
の
前
後
に
走
ら
せ
て
体
力
つ

く
り
に
努
め
て
い
る
。
小
学
校

の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
コ
ー
ス
と

し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
の

で
、
利
用
率
は
比
較
的
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。

１
年
間
続
け
る
指
導
を
お

願
い
し
た
い
。
市
町
村
対
抗
の

野
球
や
ソ
フ
ト
も
あ
る
が
、
先

導
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い

と
、
技
術
向
上
に
努
め
る
気
に

な
ら
な
い
。
ま
た
、
野
球
と
ソ

フ
ト
の
壮
行
会
・
報
告
会
は
な

ぜ
行
わ
な
い
の
か
と
い
う
意
見

を
聞
く
が
、な
ぜ
な
の
か
伺
う
。

教
育
長

町
長
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
行
っ

て
激
励
を
し
て
い
る
。
多
く
の

人
を
招
待
し
て
行
う
こ
と
で
、

選
手
が
集
ま
り
に
く
い
こ
と
も

あ
り
、
陰
な
が
ら
支
援
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

報
告
会
を
開
い
て
、
反
省

点
等
を
話
し
合
い
次
回
に
臨
む

こ
と
を
し
て
い
だ
き
た
い
と
思

う
。
ど
こ
の
市
町
村
も
野
球
、

ソ
フ
ト
が
新
聞
に
載
っ
て
い
る

の
で
、
平
等
に
実
施
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
が
、
い
か
が

か
。

教
育
長

　

選
手
の
代
表
者
な
ど
と
話
し

合
い
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思

う
。

矢
祭
町
に
も
全
国
的
に
素

晴
ら
し
い
石
井
選
手
が
い
る
。

そ
の
よ
う
な
方
を
呼
ん
で
指
導

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。

教
育
長

親
戚
の
方
に
お
話
し
し
た

が
、
会
社
の
こ
と
も
あ
り
、
難

し
い
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

の
よ
う
に
、
直
接
こ
ち
ら
に
来

な
く
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
激
励

を
受
け
る
よ
う
な
こ
と
で
も
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

ユ
ー
パ
ル
矢
祭
に
は
こ
こ

10
年
く
ら
い
で
、
修
繕
工
事
等

に
約
５
億
円
を
町
か
ら
投
入
し

て
い
る
が
、
年
々
経
営
が
悪
化

し
て
い
る
。
今
の
支
配
人
、
経

営
者
側
の
改
善
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
そ
し
て
、
今
後
ど

う
改
善
し
て
い
き
た
い
の
か
伺

う
。

町
長

　

今
の
コ
ロ
ナ
禍
の
感
染
拡
大

の
中
で
、
宿
泊
か
ら
観
光
地
の

打
撃
は
誰
も
が
承
知
の
と
お
り

だ
と
思
う
。
町
長
と
理
事
長
は

兼
務
し
て
お
り
立
場
が
違
う
の

で
、
理
事
長
と
し
て
の
答
弁
は

控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

た
だ
、
町
長
と
し
て
は
、
ユ
ー

パ
ル
の
経
営
に
は
危
機
感
を
感

じ
な
が
ら
、
改
善
努
力
を
町
民

に
知
ら
せ
な
が
ら
運
営
を
し
っ

か
り
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

総
務
省
通
達
に
は
、
経
営

状
況
が
思
わ
し
く
な
け
れ
ば
、

第
三
者
を
含
め
て
検
討
す
べ
き

と
書
か
れ
て
い
る
。
改
善
事
項

を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
が
い

か
が
か
。

町
長

ユ
ー
パ
ル
と
の
協
定
書
に

従
っ
て
管
理
指
導
し
て
い
く
べ

き
だ
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

沿
っ
て
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え

る
決
意
で
あ
る
。

公
的
資
金
の
基
本
的
な
考

え
方
と
し
て
、
支
援
を
漫
然
と

継
続
す
る
こ
と
や
支
援
の
規
模

が
安
易
に
拡
大
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
必
要
が
あ
れ
ば
委
員
会

を
立
ち
上
げ
て
、
協
議
せ
よ
と

書
か
れ
て
い
る
が
い
か
が
か
。

町
長

　

こ
れ
だ
け
の
厳
し
い
状
況
で
、

理
事
会
、
評
議
委
員
会
が
あ
り
、

監
査
も
き
ち
ん
と
報
告
し
て
い

る
と
思
う
。
今
後
、
経
営
努
力

で
対
応
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

支
配
人
、
理
事
会
の
あ
り

方
と
今
後
の
持
っ
て
い
き
方
は

ど
う
か
伺
う
。

町
長

　

現
在
、
支
配
人
が
不
在
の
た

め
、
事
務
長
、
営
業
課
長
、
業

務
課
長
が
責
任
を
持
っ
て
業
務

を
運
営
し
て
い
る
。
今
後
外
部

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
相
談
し

な
が
ら
、
運
営
の
仕
方
を
考
え

て
い
き
た
い
。

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
任
せ

る
と
い
う
こ
と
は
、
何
も
や
っ

て
い
な
い
こ
と
に
な
る
が
い
か

が
か
。町

長

　

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
た

め
に
い
ろ
い
ろ
情
報
収
集
し
な

が
ら
、
経
営
改
善
の
一
環
と
し

て
最
善
の
努
力
を
し
て
い
る
。

イ
ノ
シ
シ
が
電
柵
を
乗
り

越
え
て
水
田
に
入
っ
て
し
ま
う

状
況
が
あ
る
。
新
た
な
対
策
の

中
で
、
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
購
入
、

設
置
に
対
す
る
考
え
を
伺
う
。

事
業
課
長

鉄
柵
や
メ
ッ
シ
ュ
柵
を
含
め

た
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
設
備
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
か

ら
の
拡
充
を
予
定
し
て
い
る
。

個
人
設
置
を
２
分
の
１
の
助
成

で
、
上
限
を
５
万
円
に
引
き
上

げ
、
共
同
設
置
は
現
状
ど
お
り

だ
が
、
メ
ッ
シ
ュ
柵
や
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
を
含
む
鉄
柵
等

と
明
記
す
る
。

メ
ッ
シ
ュ
柵
等
の
設
置

は
、
個
々
の
対
応
だ
け
で
は
難

し
い
場
所
も
出
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
。

メ
ッ
シ
ュ
柵
に
つ
い
て
は
さ
ら

な
る
知
見
を
広
め
、
金
額
、
枠

等
を
再
検
討
い
た
だ
け
な
い
か

伺
う
。事

業
課
長

郡
内
４
町
村
で
東
白
川
地
域

鳥
獣
被
害
防
止
広
域
対
策
協
議

会
を
設
置
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
被
害
防
止
対
策
に
関
す
る
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

有
効
な
対
策
が
あ
れ
ば
矢
祭
町

で
も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

鳥
獣
対
策
用
の
補
助
は
町

単
独
費
な
の
か
伺
う
。

事
業
課
長

町
単
独
の
予
算
で
あ
る
。

町
単
独
で
は
限
界
が
あ
る

の
で
、
国
や
県
の
助
成
が
あ
っ

て
然
る
べ
き
だ
と
思
う
。
も
し

そ
う
い
う
こ
と
が
可
能
で
あ
れ

ば
、
助
成
の
方
法
が
あ
る
こ
と

を
町
民
へ
周
知
で
き
な
い
か
と

思
う
が
、
い
か
が
か
。

事
業
課
長

　

把
握
し
て
い
る
県
の
事
業
と

し
て
、
福
島
県
鳥
獣
被
害
防
止

質
問　

国
道
３
４
９
号
バ
イ

パ
ス
下
関
工
区
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

質
問　

有
害
鳥
獣
被
害
防
止

に
つ
い
て

質
問　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
つ
い
て

質
問　

ス
ポ
ー
ツ
向
上
に
つ

い
て

鈴木正美議員

一
般
・
産
業
行
政

質
問　

ユ
ー
パ
ル
矢
祭
に
つ
い
て

質
問　

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

問 答答

問答問答

答

問

答答問

答答

問

答 問問問

問問

問

問

答

答

答答答答 答 答

答答答

答 答

答

答答答 問問

問

問問問

問問

問問問 問問問
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総
合
対
策
交
付
金
事
業
で
、
箱

わ
な
や
く
く
り
わ
な
購
入
の
助

成
が
あ
る
。
国
の
制
度
も
調
べ

る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
う
い
っ

た
も
の
を
活
用
し
な
が
ら
今
後

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

東
白
衛
生
組
合
は
、
イ
ノ

シ
シ
を
解
体
し
て
持
っ
て
行
く

と
処
理
し
て
も
ら
え
る
が
、
そ

の
解
体
が
難
し
い
現
状
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
解
体
す
る
機
械

を
４
町
村
で
買
っ
て
、
東
白
衛

生
組
合
に
個
体
を
持
っ
て
行
け

ば
処
理
し
て
く
れ
る
ラ
イ
ン
を

作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。

町
長

　

そ
の
こ
と
は
深
く
考
え
て
お

り
、
東
白
衛
生
組
合
で
も
財
源

を
確
保
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

の
検
討
事
項
に
持
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
思
っ

て
い
る
。

イ
ノ
シ
シ
の
肉
は
、
ま
だ

放
射
線
レ
ベ
ル
の
問
題
が
あ
る

数
値
な
の
か
伺
う
。

事
業
課
長

　

３
年
連
続
で
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ

た
り
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
内
で

あ
れ
ば
出
荷
制
限
解
除
の
相
談

が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
町
で

検
査
し
た
中
に
は
３
１
７
や

１
２
７
ベ
ク
レ
ル
の
個
体
も

あ
っ
た
の
で
、
出
荷
制
限
解
除

は
ま
だ
先
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

下
関
河
内
、
関
岡
、
内
川

の
旧
小
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ

い
て
、
民
間
貸
し
等
の
計
画
も

含
め
た
考
え
が
あ
る
の
か
。
現

状
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺

う
。

自
立
総
務
課
長

下
関
河
内
小
学
校
は
、
イ
フ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
株
式
会
社
と

敷
地
の
賃
貸
借
契
約
を
結
ん
で

お
り
、
今
後
も
利
用
は
続
く
も

の
と
考
え
て
い
る
。
関
岡
小
と

内
川
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
数

社
か
ら
状
況
の
問
い
合
わ
せ
は

あ
っ
た
が
、
詳
し
く
話
が
で
き

る
段
階
で
は
な
い
。
町
の
基
本

的
な
考
え
と
し
て
は
、
民
間
で

利
用
し
た
い
と
い
う
方
が
い
れ

ば
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

下
関
河
内
小
学
校
を
使
っ

て
い
た
だ
く
際
に
、
入
り
口
の

道
路
を
拡
幅
す
る
等
の
事
業
計

画
は
な
か
っ
た
の
か
伺
う
。

事
業
課
長

　

企
業
に
ト
レ
ー
ラ
ー
等
が
入

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
隅
切
り
部
分
を
拡
幅
し
て

い
る
。関

岡
小
学
校
は
耐
震
化
も

し
っ
か
り
し
て
い
る
。
一
般
町

民
が
希
望
す
れ
ば
安
価
な
家
賃

で
部
屋
を
借
り
る
こ
と
は
可
能

か
。
そ
の
場
合
、
水
道
や
電
気

が
使
え
る
状
態
に
あ
る
の
か
伺

う
。

自
立
総
務
課
長

水
道
と
電
気
は
、
す
ぐ
に
対

応
で
き
る
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
個
人
で
１
教
室
分

を
借
り
た
い
と
の
こ
と
で
あ
れ

ば
、
今
後
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

内
川
小
学
校
は
、
一
番
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
と
思
う
。

何
に
も
利
用
し
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
危
険
な
た
め
取
壊
す
べ
き

だ
ろ
う
と
思
う
。
危
険
性
を
排

除
す
る
方
向
か
ら
地
域
住
民
に

は
っ
き
り
伝
え
る
べ
き
と
思
う

が
、
考
え
を
伺
う
。

自
立
総
務
課
長

取
壊
し
に
関
し
て
の
認
識
が

な
か
っ
た
の
で
、
答
弁
は
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。た
だ
、

考
え
方
と
し
て
は
、
公
共
施
設

と
し
て
の
耐
震
性
は
な
い
が
、

利
用
者
側
が
責
任
を
持
っ
て
管

理
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
１
企
業
と
し
て
利
用
し
て

い
た
だ
く
の
も
１
つ
の
方
法
か

と
考
え
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と

が
な
け
れ
ば
取
壊
し
に
つ
い
て

も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

学
校
現
場
で
の
新
し
い
生

活
様
式
の
定
着
と
い
う
こ
と

で
、
学
校
で
の
子
供
た
ち
の
生

活
の
リ
ズ
ム
も
変
わ
り
、
か
な

り
戸
惑
っ
て
い
る
と
思
う
。
教

育
委
員
会
で
は
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

教
育
長

　

学
校
現
場
へ
の
聞
き
取
り
に

よ
れ
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
る
生
活
リ
ズ
ム
の
崩
れ
の

兆
候
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
近
年
の
傾
向
と

し
て
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

等
に
よ
る
視
力
、
体
力
の
低
下

や
ゲ
ー
ム
時
間
の
増
加
に
よ
り

朝
か
ら
眠
気
を
訴
え
た
り
、
食

欲
が
な
い
な
ど
の
状
況
が
見
ら

れ
る
よ
う
で
あ
る
。

文
科
省
の
調
査
で
、
令
和

元
年
度
の
小
学
生
の
暴
力
行
為

が
前
年
度
を
上
回
っ
て
い
る
と

い
う
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。
子

供
同
士
の
け
ん
か
、
教
師
に
対

す
る
暴
力
、
器
物
破
損
等
の
問

題
が
小
学
校
で
起
き
て
い
る
話

を
聞
く
が
、
本
町
で
は
い
か
が

か
。

教
育
長

　

大
き
な
暴
力
行
為
は
見
ら
れ

な
い
が
、
自
制
で
き
な
い
こ
と

は
と
き
ど
き
見
ら
れ
る
よ
う
な

の
で
、
細
心
の
注
意
を
払
い
学

校
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
対
応

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

以
前
は
中
学
校
卒
業
後
の

就
職
希
望
者
が
い
た
が
、
今
年

は
ど
う
か
伺
う
。

教
育
課
長

　

現
時
点
で
就
職
を
希
望
し
て

い
る
生
徒
は
い
な
か
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
。

子
供
た
ち
が
休
校
等
で
自

宅
に
い
る
時
間
が
多
く
な
っ
た

が
、
家
庭
教
育
に
つ
い
て
学
校

か
ら
親
に
ど
の
よ
う
に
指
導
し

て
い
く
の
か
伺
う
。

教
育
長

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
へ

の
相
談
実
績
に
大
き
な
変
化
は

見
ら
れ
ず
、
学
校
現
場
へ
の
聞

き
取
り
で
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
に

起
因
し
た
相
談
が
増
加
し
て
い

る
様
子
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と

の
回
答
だ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
か
な
り

の
打
撃
を
受
け
た
農
家
が
あ

る
。
家
畜
、
花
卉
農
家
へ
の
支

援
の
内
容
を
伺
う
。

事
業
課
長

町
独
自
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
経
営
持
続
化

支
援
金
事
業
で
、
花
卉
農
家
３

件
、
畜
産
農
家
１
件
に
支
援
金

を
給
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
国

の
支
援
制
度
で
、
花
卉
農
家
へ

高
収
益
作
物
次
期
作
支
援
交
付

金
や
、
畜
産
農
家
へ
は
肉
用
牛

の
計
画
的
出
荷
に
伴
う
追
加
費

用
の
支
援
、
肥
育
牛
の
生
産
コ

ス
ト
低
減
等
に
対
す
る
取
組
へ

の
支
援
等
が
あ
る
の
で
、
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
「
買
っ

て
く
っ
ぺ
便
」
は
、
今
後
か
な

り
重
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
な
る
と

思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

町
長

登
録
者
が
１
０
０
名
い
る

が
、
今
後
も
こ
の
制
度
を
利
用

さ
れ
る
よ
う
推
進
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
う
。

町
独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は

で
き
な
い
か
。
ま
た
、
町
か
ら

の
助
成
は
い
か
が
か
。

町
民
福
祉
課
長

　

町
内
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施

で
き
る
協
力
医
療
団
体
の
確
保

が
難
し
い
た
め
、
町
独
自
で
の

検
査
も
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。

看
護
師
や
医
者
が
い
な
い

状
況
の
中
、
こ
れ
か
ら
の
コ
ロ

ナ
対
策
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
く
の
か
伺
う
。

町
長

東
白
川
郡
の
４
町
村
で
は
、

来
年
度
か
ら
准
看
護
師
の
学
校

へ
の
支
援
体
制
を
取
り
、
看
護

師
、
准
看
護
師
の
養
成
を
図
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
り
、
テ

レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
移
住
に
魅
力

を
感
じ
て
い
る
若
い
人
が
増
え

て
い
る
話
を
聞
く
。
矢
祭
町
も

か
な
り
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
が
、
今

ま
で
に
移
住
や
Ｕ
タ
ー
ン
の
問

い
合
わ
せ
は
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

事
業
課
長

　

事
業
課
で
把
握
し
て
い
る
限

り
、
問
い
合
わ
せ
は
な
い
。

首
都
圏
の
近
さ
、
豊
か
な

自
然
、
子
育
て
日
本
一
の
施
策

を
Ｐ
Ｒ
し
て
、
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
と
き
に
対
応
で
き
る
よ

う
な
受
け
皿
を
つ
く
っ
て
お
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
い
か

が
か
。町

長

　

空
き
校
舎
や
空
き
家
の
利
用

な
ど
、
ど
う
い
っ
た
も
の
が
必

要
に
な
る
か
今
後
情
報
収
集
を

し
た
い
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の

新
し
い
生
活
の
中
で
、
テ
レ

ワ
ー
ク
に
よ
る
地
方
勤
務
な
ど

の
施
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

田
川
の
土
砂
撤
去
に
つ
い

て
は
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
国
道

３
４
９
号
の
改
良
や
南
側
の
山

か
ら
土
砂
が
流
れ
込
ん
で
い
る

よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
商
工
会

前
の
冠
水
に
つ
い
て
も
、
南
沢

奥
の
土
砂
が
流
れ
出
し
て
い
る

の
が
原
因
か
と
思
わ
れ
る
が
、

い
か
が
か
。

事
業
課
長

　

田
川
は
、
棚
倉
土
木
事
務
所

で
行
う
久
慈
川
河
川
掘
削
に
合

わ
せ
て
、
県
で
実
施
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
南
沢

に
つ
い
て
は
、
県
南
農
林
事
務

所
の
担
当
部
長
に
も
現
場
を
確

認
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の

で
、
県
と
協
議
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

田
川
に
は
草
木
が
あ
る
た

め
に
土
砂
が
堆
積
し
て
水
が
流

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

話
が
あ
る
の
で
、
定
期
的
に
除

草
や
伐
採
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。
以
前
、
田
川

の
草
刈
り
を
行
っ
て
い
る
方
が

い
た
が
、
多
面
的
支
払
の
補
助

は
該
当
し
な
い
の
か
伺
う
。

事
業
課
長

　

多
面
的
直
接
支
払
や
中
山
間

地
域
直
接
支
払
交
付
金
の
中

で
、
用
排
水
の
維
持
管
理
経
費

と
し
て
支
出
で
き
る
と
思
う
。

商
工
会
前
の
冠
水
す
る
箇

所
は
、
以
前
に
調
査
を
行
っ
た

よ
う
だ
が
、
今
後
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

事
業
課
長

　

商
工
会
前
の
冠
水
に
つ
い
て

は
、
平
成
25
年
に
調
査
、
測
量

を
行
っ
て
お
り
、
大
雨
の
際
に

南
沢
か
ら
の
水
と
国
道
等
の
表

面
水
、
矢
祭
中
学
校
方
面
か
ら

の
排
水
が
合
流
す
る
こ
と
が
原

因
で
あ
る
。
今
後
、
調
査
結
果

を
分
析
し
て
、
対
応
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

９
月
に
環
境
省
と
県
が
主

体
と
な
り
、
自
然
公
園
を
結
ん

で
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
協
議
会
を

発
足
す
る
と
の
情
報
を
新
聞
で

知
っ
た
。
町
は
ど
の
よ
う
な
形

で
参
画
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

事
業
課
長

　

県
に
よ
る
と
、
国
立
公
園
と

国
定
公
園
周
辺
の
22
市
町
村
が

会
員
と
な
り
、
福
島
グ
リ
ー
ン

復
興
推
進
協
議
会
を
設
立
し
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。
県
立
公
園

に
関
す
る
具
体
的
な
取
組
、
体

制
の
検
討
に
つ
い
て
は
こ
れ
か

ら
の
よ
う
な
の
で
、
機
会
が
あ

れ
ば
町
と
し
て
は
積
極
的
に
参

画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

新
聞
で
は
奥
久
慈
が
指
定

質
問　

小
学
校
建
屋
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て

本多勇也議員

教
育
・
産
業
・
健
康
福

祉
・
一
般
行
政

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
対
策
に
つ
い
て

質
問　

農
業
へ
の
助
成
に
つ
い
て

質
問　

買
い
物
支
援
事
業
に
つ
い
て

質
問　

町
独
自
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
応
に
つ
い
て

質
問　

テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る

移
住
に
つ
い
て

郡司浩子議員

土
木
・
教
育
・
観
光
・

一
般
行
政

質
問　

大
雨
時
の
冠
水
対
策

に
つ
い
て

質
問　

自
然
公
園
の
Ｐ
Ｒ
に

つ
い
て

問答 答

答

答

答

答

答

答答答 答答

問

問

問

問

問

問

問

問問

答 問答 問

答 問答 問

答

問

答 問

答

問

答 問

問

問

問
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さ
れ
て
い
た
が
、
八
溝
山
辺
り

に
な
る
の
か
伺
う
。

事
業
課
長

　

茨
城
県
北
か
ら
矢
祭
町
、
棚

倉
方
面
に
か
け
て
の
エ
リ
ア
か

と
思
う
。

現
在
、
観
光
協
会
の
事
務

局
長
は
事
業
課
長
が
兼
務
し
て

い
る
が
、
経
験
豊
富
な
然
る
べ

き
方
に
就
任
し
て
も
ら
っ
て
は

と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

事
業
課
長

　

観
光
協
会
の
運
営
方
法
に
つ

い
て
は
、
独
立
し
た
組
織
と
し

て
観
光
業
に
携
わ
る
会
員
の

方
々
に
議
論
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
理
想
と
考
え
る
が
、
現
状

は
事
業
課
が
事
務
局
を
担
っ
て

い
る
。
観
光
協
会
は
、
観
光
案

内
所
と
し
て
利
用
し
や
す
い
と

こ
ろ
に
あ
る
べ
き
と
も
考
え
て

お
り
、
情
報
発
信
の
場
で
あ
る

ま
ち
の
駅
に
持
っ
て
い
け
な
い

か
を
考
え
て
い
る
。

手
伝
い
を
依
頼
し
て
は
い

か
が
か
。

町
長

　

今
後
、
観
光
協
会
の
在
り
方

も
課
題
に
し
て
い
き
た
い
。

障
害
の
あ
る
子
供
と
な
い

子
供
が
同
じ
場
所
で
過
ご
す
こ

と
は
大
事
な
こ
と
だ
と
感
じ

る
。
そ
の
中
で
多
様
な
子
供
た

ち
が
学
ぶ
た
め
の
環
境
の
整
備

を
国
が
推
し
進
め
て
い
る
が
、

本
町
の
考
え
方
及
び
今
後
に
つ

い
て
伺
う
。

教
育
長

本
町
で
も
こ
の
よ
う
な
子
供

た
ち
が
増
え
て
い
る
傾
向
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
学
級
を
増
や

す
方
向
で
の
教
室
の
確
保
と
整

備
も
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
は
、
環
境
の
整
備
と

と
も
に
、
保
護
者
や
地
域
へ
の

啓
蒙
、
関
係
機
関
と
協
力
体
制

を
整
え
て
支
援
計
画
の
作
成
、

支
援
員
の
増
員
等
も
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

以
前
、
小
学
校
か
ら
中
学

校
に
進
級
す
る
際
に
、
養
護
学

校
を
勧
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
が

あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
中
学
校
ま

で
は
対
応
す
る
よ
う
に
、
小
学

校
へ
の
指
導
を
お
願
い
し
た

い
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

は
、
普
通
の
子
供
た
ち
に
と
っ

て
も
い
た
わ
る
心
、
思
い
や
る

心
の
育
成
に
も
役
立
っ
て
い
く

と
思
う
の
で
、
義
務
教
育
の
中

で
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
が
、
い
か
が
か
。

教
育
長

　

十
分
に
配
慮
し
な
が
ら
対
応

し
た
い
。
ま
た
、
小
学
校
か
ら

中
学
校
と
い
う
話
し
が
あ
っ
た

が
、
今
は
こ
ど
も
園
か
ら
小
学

校
へ
と
い
う
中
で
、
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
の
解
消
に
も
あ
た
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ

な
い
軽
度
な
難
聴
の
方
で
も
補

助
が
得
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
子
供
に
は
補
助
が

さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

教
育
長

　

細
か
く
理
解
は
し
て
い
な
い

が
、
現
在
置
か
れ
て
い
る
状
況

の
解
決
と
い
う
こ
と
で
、
研
究

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

実
際
に
耳
が
聞
こ
え
に
く

い
子
供
が
い
る
と
い
う
話
を
聞

く
。
学
校
に
確
認
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
が
、い
か
が
か
。

教
育
長

　

難
聴
に
つ
い
て
は
、
難
聴
学

級
で
個
別
に
指
導
を
行
っ
て
い

る
。

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
と
い
う

文
字
の
認
識
が
弱
い
子
供
が
い

る
。
羅
列
し
た
文
字
は
読
め
な

い
が
、
一
文
字
、
一
行
ず
つ
だ

と
読
め
る
と
か
、
大
き
く
書
け

ば
読
み
や
す
い
と
い
う
部
分
に

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
か
と

思
っ
た
。
そ
の
辺
を
含
め
た
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
お
願
い

し
た
い
が
、
い
か
が
か
。

教
育
課
長

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

は
個
別
最
適
化
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た

教
育
を
個
別
化
し
て
い
く
こ
と

は
可
能
だ
と
思
う
の
で
、
視
野

に
入
れ
て
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

ス
マ
ホ
は
、
管
理
の
明
確

化
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中

学
校
へ
の
持
ち
込
み
を
許
可
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
本

町
で
は
ど
う
か
伺
う
。

教
育
長

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
初
め

と
し
て
、
教
育
Ｉ
Ｔ
化
の
中
で

議
論
さ
れ
る
と
考
え
る
が
、
現

時
点
で
は
時
期
尚
早
と
考
え
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の

教
育
環
境
を
考
え
た
と
き
に
、

何
年
か
後
に
は
持
ち
込
み
を
前

提
と
し
た
課
題
の
解
決
を
図
り

な
が
ら
、
準
備
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
か

と
考
え
て
い
る
。

学
校
で
は
ス
マ
ホ
依
存
に

対
す
る
様
々
な
対
応
を
行
っ
て

い
る
が
、
子
供
た
ち
の
家
庭
教

育
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
親
子
で
学
べ
る
外
部

有
識
者
に
よ
る
講
演
会
を
開
催

し
て
は
と
思
う
が
、い
か
が
か
。

教
育
長

　

ゲ
ー
ム
依
存
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
機
会
を
設
け
て
、
保
護

者
、
児
童
生
徒
に
メ
デ
ィ
ア
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
重
要
性
を
呼
び

掛
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ゲ
ー
ム
依
存
に
よ
る
不
登
校
が

増
え
る
状
況
も
見
ら
れ
る
の

で
、
医
師
や
外
部
有
識
者
に
よ

る
講
演
会
な
ど
の
対
策
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

旧
小
学
校
の
体
育
館
を
整

備
し
て
、
子
供
の
遊
び
場
を
設

置
し
、
観
光
施
設
と
し
て
も
利

用
し
て
は
と
考
え
る
が
、
い
か

が
か
。町

長

子
供
の
遊
び
場
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
や
こ
ど
も
議
会
で
も
要

望
が
あ
っ
た
の
で
、
今
後
の
検

討
課
題
と
し
た
い
。

５
年
前
か
ら
国
の
支
援
に

よ
る
役
場
機
能
緊
急
保
全
事
業

が
あ
る
こ
と
を
最
近
知
っ
た
。

令
和
３
年
３
月
ま
で
に
計
画
書

を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う

だ
が
、
こ
の
事
業
を
利
用
し
て

役
場
庁
舎
を
新
築
し
て
は
い
か

が
か
伺
う
。

町
長

役
場
庁
舎
よ
り
他
の
事
業
に

目
を
向
け
て
い
く
と
い
う
の
が

今
ま
で
の
流
れ
だ
っ
た
が
、
県

内
で
も
一
番
古
い
庁
舎
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
の
で
、
今
後
の

課
題
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
期
は
来
る
と
思
う
。

何
か
あ
っ
た
と
き
に
役
場

庁
舎
が
機
能
し
な
い
の
は
問
題

が
あ
る
。
準
備
は
整
え
て
お
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
う
が
、

い
か
が
か
。

町
長

　

参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

自
立
総
務
課
長

　

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
政
策

を
実
施
計
画
案
と
し
て
取
り
ま

と
め
、
11
月
に
矢
祭
町
総
合
計

画
審
議
会
を
開
催
し
、
委
員
か

ら
様
々
な
意
見
を
い
た
だ
い

た
。
現
在
、
そ
う
し
た
意
見
を

踏
ま
え
て
、
素
案
を
取
り
ま
と

め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今

後
、
第
２
回
目
の
審
議
会
を
開

催
し
、
素
案
に
つ
い
て
意
見
を

い
た
だ
く
考
え
で
あ
る
。
ま

た
、
庁
舎
内
で
管
理
職
に
よ
る

策
定
委
員
会
も
２
回
開
催
し
て

い
る
。役

場
庁
舎
の
新
築
を
計
画

に
入
れ
込
ん
で
は
ど
う
か
伺

う
。

町
長

　

第
６
次
総
合
計
画
で
は
ま
だ

早
い
と
思
っ
て
い
る
。

庁
舎
と
明
言
せ
ず
、
公
共

施
設
の
耐
震
化
の
課
題
と
し

て
、
計
画
に
入
れ
て
は
ど
う
か

伺
う
。町

長

参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

★

11
月

６
日　

第
７
回
矢
祭
町
議
会
臨

時
会
（
議
場
）

７
日　

第
36
回
青
少
年
の
主
張

矢
祭
町
大
会
（
ユ
ー
パ

ル
矢
祭
）

第
32
回
市
町
村
対
抗
福

島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大

会
壮
行
会
（
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
）

12
日　

産
業
常
任
委
員
会
（
議

員
控
室
）

13
日　

総
務
常
任
委
員
会
（
議

員
控
室
）

15
日　

第
32
回
市
町
村
対
抗
福

島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大

会
報
告
会
（
ユ
ー
パ
ル

矢
祭
）

17
日　

令
和
２
年
度
東
白
衛
生

組
合
定
期
監
査
（
東
白

衛
生
組
合
会
議
室
）

20
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

控
室
）

★

12
月

１
日　

議
会
運
営
委
員
会
（
議

員
控
室
）

７
〜
11
日　

第
８
回
町
議
会
定

例
会
（
議
場
）

７
日　

総
務
常
任
委
員
会
（
議

員
控
室
）

産
業
常
任
委
員
会
（
役

場
会
議
室
）

９
日　

全
員
協
議
会
（
議
員
控

室
）

総
務
常
任
委
員
会
（
議

員
控
室
）

12
日　

や
ま
つ
り
え
ほ
ん
フ
ェ

ス
タ
（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

18
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

控
室
）

22
日　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

議
長
会
第
３
回
定
例
会

（
棚
倉
町
）

23
日　

白
河
地
方
広
域
市
町
村

圏
整
備
組
合
第
４
回
定

例
会
（
白
河
広
域
圏
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

★

１
月

８
日　

全
員
協
議
会
（
役
場
会

議
室
）

10
日　

矢
祭
町
成
人
式
（
ユ
ー

パ
ル
矢
祭
）

19
日　

産
業
常
任
委
員
会
（
議

員
控
室
）

20
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

控
室
）

22
日　

矢
祭
町
商
工
会
設
立
60

周
年
記
念
式
典
（
ユ
ー

パ
ル
矢
祭
）

28
日　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

議
長
会
第
４
回
定
例
会

（
棚
倉
町
）

質
問　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
の
推
進
に
つ
い
て

質
問　

学
校
へ
の
ス
マ
ホ
持

ち
込
み
に
つ
い
て

質
問　

役
場
庁
舎
の
老
朽
化

と
耐
震
問
題
に
つ
い
て

質
問　

第
６
次
総
合
計
画
に

つ
い
て

監査・議会の
動き

質
問　

子
供
の
遊
び
場
の
設

置
に
つ
い
て

問 答答問答問

答問答

問答問答問

答問答問

答問答問答

問答問答

答問 答問

請
願
・
陳
情

に
つ
い
て

請
願
、
陳
情
は
そ
の
取
扱

い
を
議
会
運
営
委
員
会
で

協
議
し
ま
す
。
３
月
町
議

会
定
例
会
に
請
願
、
陳
情

を
さ
れ
る
方
は
令
和
３
年

２
月
22
日
ま
で
に
提
出
願

い
ま
す
。
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後期高齢者医療保険料▶７期
納期限（口座振替日）▶３月１日（月）

●今月の納税
３月１日～７日まで、春季全国火災予防運動が実施されます。令和２

年の矢祭管内火災件数は２件でした。令和３年は火災件数０件を目指し、
「その火事を 防ぐあなたに 金メダル」の全国統一防火標語をもとに、町
全体で火災予防運動に務めましょう。
また、ごみの焼却行為に関しては「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」
で、家庭等から排出された廃棄物 (紙類、段ボール、雑誌、ポリ袋、板切れ、
丸太、柵、その他のごみ等 )を空地や田畑で焼却する行為などは原則禁止
されています。なお、農業を営むためにやむを得ないものとして行われ
る焼却 (稲わら、枝等 )や風俗慣習上または宗教上の行事を行うための焼
却 (門松、しめ縄等 )等は焼却禁止の例外となっております。焼却を実施
する前に迷ったら最寄りの関係機関に問い合わせをお願いします。

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
毎
年

４
月
１
日
（
午
前
０
時
）
現
在

で
車
検
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
所
有
者
」
ま
た
は
「
使
用
者
」

に
課
税
さ
れ
ま
す
。
例
年
、「
所

有
し
て
い
な
い
自
動
車
の
納
税

通
知
書
が
届
い
た
」、「
納
税
通

知
書
が
届
か
な
い
」
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
自
動
車
の
登
録
内
容
に

異
動
（
移
転
・
変
更
・
抹
消
）

が
あ
る
場
合
は
、
３
月
末
ま
で

に
福
島
運
輸
支
局
等
で
手
続
き

を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

登
録
手
続
き
に

関
す
る
こ
と
☎
０
５
０
‐
５

５
４
０
‐
２
０
１
６
／
自
動

車
税
種
別
割
納
税
通
知
書
の

送
付
先
変
更
な
ど
に
関
す
る

こ
と
☎
０
２
４
８
‐
２
３
‐

１
５
１
９

　

白
河
税
務
署
で
は
、
申
告
書

作
成
会
場
を
次
の
と
お
り
開
設

し
ま
す
。
な
お
、
申
告
書
作
成

会
場
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、
会

場
へ
の
入
場
に
は
「
入
場
整
理

券
」
が
必
要
で
す
。「
入
場
整

理
券
」
は
会
場
で
の
当
日
配
布

と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
事
前
発
行

が
あ
り
ま
す
。
配
布
方
法
の
詳

細
は
、
別
途
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
ま
た
、「
入
場
整
理
券
」

の
配
布
状
況
に
応
じ
て
、
後
日

の
来
場
を
お
願
い
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

開
設
場
所　

白
河
市
産
業
プ
ラ

ザ
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
２
階

　

講
堂

開
設
期
間　

令
和
３
年
２
月
８

日
（
月
）
〜
３
月
15
日
（
月
）

　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

開
設
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　

４
時

そ
の
他　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
対
策
の
一
環
と
し
て

令
和
２
年
分
の
確
定
申
告
で

は
、
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
を
主
な
対
象
と
し

て
、
２
月
16
日
よ
り
も
前
か

ら
申
告
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

白
河
税
務
署
☎

０
２
４
８
‐
２
２
‐
７
１
１

１

　

社
会
福
祉
法
人
矢
祭
福
祉
会

で
は
、
将
来
、
当
法
人
が
運
営

す
る
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ユ
ー
ア
イ
ホ
ー
ム
」
な
ど
の
高

齢
者
介
護
施
設
お
よ
び
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
い
て
、

看
護
職
員
や
介
護
職
員
と
し
て

働
く
こ
と
を
希
望
し
、
資
格
や

免
許
を
取
得
す
る
た
め
に
学
校

や
養
成
機
関
で
勉
強
す
る
方
を

対
象
に
、
奨
学
金
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

対
象
・
要
件　

看
護
や
介
護
の

資
格
・
免
許
を
取
得
す
る
た

め
の
学
校
や
養
成
機
関
に
在

学
し
、
卒
業
（
ま
た
は
必
要

過
程
を
修
了
）
後
、
社
会
福

祉
法
人
矢
祭
福
祉
会
が
運
営

す
る
施
設
等
に
お
い
て
、
看

護
職
員
ま
た
は
介
護
職
員
と

し
て
勤
務
し
よ
う
と
す
る
者

奨
学
金
の
額　

入
学
金
や
学
費

に
つ
い
て
年
額
70
万
円
を
上

　

限
に
貸
与

申
請
方
法　

次
の
書
類
を
提
出

く
だ
さ
い
。
①
奨
学
金
申
請

書
／
②
本
人
自
筆
の
履
歴
書

（
写
真
添
付
）
／
③
住
民
票

／
④
入
学
お
よ
び
在
学
証
明

書
／
⑤
成
績
証
明
書
／
⑥
振

込
口
座
届

＊
申
請
に
あ
た
り
、
連
帯
保

証
人
１
名
（
一
定
の
職
業
を

も
ち
、
独
立
し
た
生
計
を
有

し
て
い
る
者
）
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

提
出
先　

〒
９
６
３
‐
５
１
１

　

８　

福
島
県
東
白
川
郡
矢
祭

　

町
大
字
東
舘
字
蔵
屋
敷
１
２

　

２　

社
会
福
祉
法
人
矢
祭
福

　

祉
会　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
ユ
ー
ア
イ
ホ
ー
ム

返
済
免
除　

看
護
や
介
護
の
資

格
・
免
許
を
取
得
す
る
た
め

の
学
校
や
養
成
機
関
を
卒
業

（
ま
た
は
必
要
糧
を
修
了
）後
、

社
会
福
祉
法
人
矢
祭
福
祉
会

　

に
就
職
し
、
当
法
人
が
運
営

　

す
る
施
設
等
に
お
い
て
、
看

　

護
ま
た
は
介
護
ス
タ
ッ
フ
と

　

し
て
、
修
学
に
要
し
た
期
間

　

と
同
期
間
に
つ
い
て
勤
務
し

　

た
場
合
に
は
、
貸
与
さ
れ
た

　

奨
学
金
の
返
済
は
全
額
免
除

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
法
人

　

矢
祭
福
祉
会
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
ユ
ー
ア
イ
ホ
ー
ム
事

務
室
☎
０
２
４
７
‐
４
６
‐

３
３
８
５

　

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技

能
）
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
各
予
定
に

つ
い
て
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

応
募
資
格　

一
般
▼
18
歳
以
上

34
歳
未
満
の
者
／
技
能
▼
18

歳
以
上
で
国
家
資
格
を
有
す

る
者
（
資
格
に
つ
い
て
は
要

問
い
合
わ
せ
。
保
有
す
る
資

格
に
よ
っ
て
年
齢
制
限
有
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

行事＆お知らせ

情報局情報局
案　
　

内

矢
祭
福
祉
会

奨
学
金
制
度
の
ご
案
内

　

だ
さ
い
。）

受
付
期
間　

令
和
３
年
１
月
６

　

日
（
水
）
〜
４
月
９
日
（
金
）

試
験
期
日　

受
付
時
に
お
知
ら

　

せ
し
ま
す

試
験
会
場　

受
付
時
に
お
知
ら

　

せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
福
島
地

方
協
力
本
部
白
河
地
域
事
務

所
☎
０
２
４
８
‐
２
４
‐
０

３
７
２

　

町
人
権
擁
護
委
員
は
、
例
年

人
権
週
間
に
合
わ
せ
て
年
２
回

の
特
設
人
権
相
談
、
小
学
校
、

中
学
校
の
人
権
教
室
や
企
業
訪

問
、
施
設
訪
問
を
通
し
て
町
民

の
基
本
的
人
権
の
啓
発
運
動
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
に

関
し
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
多
く
の

計
画
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
令
和
３
年
度
に

お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
啓
発

運
動
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
人

権
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て

は
、
福
島
地
方
法
務
局
白
河
支

局
に
て
毎
日
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

福
島
地
方
法
務

局
白
河
支
局
☎
０
２
４
８
‐

２
２
‐
１
２
０
２
／
全
国
共

通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０

５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

　

税
理
士
記
念
日
に
税
の
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
前

予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
申

告
書
等
に
関
す
る
関
係
書
類
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
23
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

会
場　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人

　

材
育
成
セ
ン
タ
ー
１
階

問
い
合
わ
せ　

鈴
木
隆
司
税
理

士
事
務
所
☎
０
２
４
８
‐
２

７
‐
０
３
１
６

相　
　

談

今年も成人式の取材をさせていただきま
した。例年とは異なり、来賓者数の制限、
マスクの上にフェイスガード着ける、国家
斉唱や呼名の返事は心の中で行うなど新型
コロナウイルス感染症の対策を徹底しての
式典が進められました。都心部での緊急事
態宣言が発令されている時期でもあり、実
施できるか不安を抱えていたという新成人
たちの声も聞かれましたが、どの新成人も
無事に成人式を迎えられたことを喜んでい
ました。大人としての第一歩を踏み出した
新成人のみなさんがこの苦境を乗り越え、
輝かしい未来を掴むことを願います。成人
を迎えられたみなさん誠におめでとうござ
います。　　　　　　　　　　　　　　（海）

人　口 ５,５９９人（－   18）
男 ２,７４１人（－   ６）
女 ２,８５８人（－   12）
世　帯 ２,０９４世帯（－   ２）

人の動き
1月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
松本　五子 70 茂男 12 / 25 茗　荷
石井キノヰ 96 重德 12 / 29 東　舘
金澤　光枝 87 良記 1 / 5 東　舘
芳賀トシ子 86 敏雄 1 / 6 内　川
大友アイ子 85 富士子 1 / 6 下石井
青戸　　良 86 貢 1 / 7 中石井
矢内　光子 84 雅仁 1 / 9 戸　塚
金澤　ヨテ 88 義浩 1 / 10 宝　坂
菊池ツネヨ 95 昌史 1 / 10 内　川
白坂　芳子 86 浩一 1 / 12 下石井
木下　ミヨ 89 春文 1 / 13 下関河内
大森　ヒデ 95 野元宏一 1 / 14 東　舘
菊池　洋𠮷 70 隆志 1 / 23 戸　塚
芳賀トミキ 100 初夫 1 / 26 下石井
石井　庄司 71 フサ子 1 / 27 東　舘

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署

☎ 46―2119

●町内火災・救急件数
（令和3年1月1日～1月15日）

火災件数　 0 件
救急出動　  14 件

消防分署からのお願い

予
備
自
衛
官
補
を

募
集
し
ま
す

自
動
車
の
移
転
・
抹
消

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

募　
　

集

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
菊池美

み の り

乃莉 1/7 恒児 ・ 美紗 戸塚

菊池美
み ら い

來衣 1/7 恒児 ・ 美紗 戸塚

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略） 申
告
書
作
成
会
場
を

開
設
し
ま
す

人
権
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

税
の
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
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人
が
輝
き
  ま
ち
が
輝
き
  明
日
に
輝
く
  や
ま
つ
り
町

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん４００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり４００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和3年 3月 31日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん４００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和3年 3月 31日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん４００円   温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
   有効期限：令和 3年 3月31日まで

令
和
3年
2月
5日
発
行

（
毎
月
第
1金
曜
日
発
行
）

N
o.719

日 月 火 水 木 金 土
7 8 9 10 11 12 13

● 3か月児健康診査
　         塙（13：00～13：10）

●マミーサロン
　保セ（10：00～15：00）

○つちやクリニック☎43-2250 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ○東舘診療所☎46-2312 ●カンガルーくらぶ

14 15 16 17 18 19 20
●家族の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

○和田医院☎33-2012 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

21 22 23 24 25 26 27
●矢祭読書の日 ● 6か月児健康相談

　         保セ（9：30～9：45）
●マミーサロン
　 保セ（10：00～15：00）
●リトミック
　         保セ（10：30～11：00）
●カンガルーくらぶ

● 11か月児健康相談・歯科クリニック
　         保セ（13：00～13：10）

○大木医院☎33-2424 ●カンガルーくらぶ ○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

28 3/1 2 3 4 5 6
●心の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

 ● 3歳児健康診査
　         保セ（13：00～13：10）

○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

7 8 9 10 11 12 13
● 3か月児健康診査
　         塙（13：00～13：10）

●マミーサロン
　保セ（10：00～15：00）

○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

■今月の一冊　～わたしのすきな絵本～

作▶ティエリー・デデュー
訳▶柳田邦男
出版社▶講談社
読み聞かせ▶小学校高学年～

『ヤクーバとライオン』 　アフリカの少年ヤクーバは、一人前の戦士としての勇気を
示すため、ライオンを倒しに出かける。しかしそこで出会っ
たのは、瀕死のライオンだった…
【Ⅰ勇気】いのちを守る　ほんとうの勇気とは
　「殺された側は報復のために相手を殺す。終わりのない報復
の殺し合いが続いていく。その悪循環を断ち切るにはどうす
ればよいのか。日本の社会に目を向けると、いじめられた子
が復讐の事件を起こす。 虐待された子がやがて虐待する側に
まわる。これも同じ悪循環だ。もうひとつの道『殺さないこ
とだ』という、ライオンの問いかけは重い。」（柳田邦男）
【Ⅱ信頼】いのちをかけてでも守りぬく　友達との信頼関係を
　男とライオンは闘う。お互いを助けるためにライオンたち
が村の牛を襲いにきた。家畜係のヤクーバは、ライオンの王
者と闘うが、お互いに相手を傷つけまいとする。深い信頼で
結ばれたふたりの、感動的な物語。

＊新型コロナウイルス感染症の影響により、
変更となる可能性があります。

矢祭町長　佐川 正一郎

▶生きる中でそれぞれの
場面とそれぞれの経験をし
て行きます。何が大切なの
か、何を思うのか、その時
の勇気を出す判断が大事だ
と思います。リーダーとし
ての心構えが問われます。
6歳になる私の孫に、この
絵本の感想を聞きました。
返事は秘密と答えました。
今度、会う時を楽しみにし
ています。

【Ⅰ勇気】 【Ⅱ信頼】


